
177
2017 春号

パル スーパータフポリシリーズスーパータフポリシリーズ

スーパータフポリシリーズとは
第三世代高密度
ポリエチレンである、
ＨＰＰＥ/ＰＥ１００
樹脂を使用した、
クボタケミックスが
ご提供する高性能

パイプラインシステムです。
高強度とともに、耐クリープ性や耐
環境応力き裂性を大幅に向上させ、
同時に適度の延性を確保した樹脂を
使用した管材を「スーパータフポリ」
として提供しております。

那 覇 市 前 島 3 丁 目 1 番 1 5 号 大 同 生 命 那 覇 ビ ル 6 階

発行/2017年5月

PALお問い合わせ先 ／ 〒103-0007 東京都中央区日本橋浜町三丁目3番2号（東京本社内） 
　　　　　　　　　　　  （03）5695-3274

圧力用高密度
ポリエチレン管

水道配水用
ポリエチレン管

建築設備用
ポリエチレン管

消火用
ポリエチレン管

下水道用
ポリエチレン管

吉備国に伝わる昔話「桃太郎」の
ルーツを訪ねて
（岡山県岡山市、総社市）

にっぽん探訪

■放射冷暖房システム
　（大阪府堺市）
■傷付き防止層付架橋ポリエチレン管／
　貯水機能付防災ヘッダー「貯めてるゾー」
　（兵庫県西宮市）
■SGR-NA-F異形管
　（宮崎県小林市）

施工現場レポート

特 集
空調を変えることでオフィスビルの
エネルギー消費を削減する
～ZEB化推進に大きな役割を果たす放射冷暖房～

工場・プラントの各種配管 山越えや橋梁添架が必要な場所
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「KCコンシェルジュ」制度が始まります
特集　空調を変えることでオフィスビルのエネルギーを削減する
        ZEB化推進に大きな役割を果たす放射冷暖房

施工現場レポート　応接室に採用された放射冷暖房システム
　　　　　　　　  （大阪府堺市）

施工現場レポート　長期優良住宅の給水給湯管にモニター施工された
　　　　　　　　 傷付き防止層付架橋ポリエチレン管（兵庫県西宮市）

製品案内　傷付き防止層付架橋ポリエチレン管・ポリブテン管
新製品の実体験　貯めてるゾー床下設置用36Lから取水してみました。
施工現場レポート　宮崎のかんがい用配管に採用された
　　　　　　　　  SGR-NA-F異形管φ600（宮崎県小林市）

新製品紹介　スーパータフポリ　プレファブ配管システム
KCニュース　展示会のご報告
にっぽん探訪　岡山県岡山市、総社市

必ずお読みください。必ずお読みください。重要
本誌「PAL」の継続送付を
ご希望の方は、同封の
ハガキをお送りください。

長年ご愛読いただいてきました広報誌『PAL』につきまして、弊社ホームページ
のリニューアルを期に、配布方法の検討してまいりました。
その結果、冊子での配布はご希望される方とし、配布をご希望されない方に
は弊社ホームページで閲覧をお願いすることとしました。
弊社ホームページでは、最新号からバックナンバーの広報誌『PAL』を電子
ブック並びにPDF形式の両方でご覧いただけます。
これまで通り冊子で送付をご希望される場合は、同封のハガキで「送付を希
望する」を選択し、ご返送ください。
読者の皆様におかれましては、これまでのご愛読に感謝申し上げますとともに、
引き続きご愛読くださいますようお願い申し上げます。
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■冊子の継続送付をご希望される場合

切手を貼らずに平成29年6月30日までにご投函ください。

会社名（役所名）

部署名

業　種

所在地

〒

整理No. □□□-□□□□

氏　名

年齢性別：男　女
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本誌およびクボタケミックス製品に対するご意見、ご要望、イラスト、
その他どんなことでも結構です。どしどしお寄せください。

パル

メールアドレス

電　話

□官公庁　□商社　□コンサル・設計　　建設業　　設備業　□

　ディベロッパー　　ハウスメーカー　　工務店　□

　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

※整理No.は封筒の宛名の右下にある番号のことです。必ずご記入ください。

（PALに掲載させていただいた方には、記念品を進呈いたします）

お客さま情報記入欄

弊社からの本誌「PAL」の送付についてお聞きします。
恐れ入りますが下記に　  印のご記入をお願い致します。

同意する　 同意しない　
希望する　 希望しない　

※弊社個人情報の取扱いについては表面をご確認ください。

・本誌「PAL」の送付を
・個人情報取扱いに

弊社からの本誌「PAL」の送付についてお聞きします。
恐れ入りますが下記に　  印のご記入をお願い致します。

同意する　 同意しない　
希望する　 希望しない　

※弊社個人情報の取扱いについては表面をご確認ください。

・本誌「PAL」の送付を
・個人情報取扱いに

氏名、会社名などお客さま情報をご記入いただき、
「希望する」にチェックしてください。

ハガキをご返送ください。
■インターネットでPALを閲覧される場合

同封のハガキ

クボタケミックスHPトップページ 広報紙PALページ

紙面の関係上、「ミズエおばあちゃんの知恵袋」「レッツ・トライ・クッキング」「おたよりコーナー」「読者プレゼント付クイズ」はお休みさせていただきました。お詫び

スクロール

クリック

電子ブック

PDF形式
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。
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な
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せ
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と
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携
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て
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へ
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速
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、き
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か
い
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を
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て

い
き
ま
す
。

ＫＣコンシェルジュのイメージ

お見積もり
製品の

お問い合わせ

田畑社長からKCコンシェルジュへ認定証の授与

営業部門とKCコンシェルジュとの座談会

合格した８名のKCコンシェルジュ

対 応 業 務
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「KCコンシェルジュ」制度が始まります
特集　空調を変えることでオフィスビルのエネルギーを削減する
        ZEB化推進に大きな役割を果たす放射冷暖房

施工現場レポート　応接室に採用された放射冷暖房システム
　　　　　　　　  （大阪府堺市）

施工現場レポート　長期優良住宅の給水給湯管にモニター施工された
　　　　　　　　 傷付き防止層付架橋ポリエチレン管（兵庫県西宮市）

製品案内　傷付き防止層付架橋ポリエチレン管・ポリブテン管
新製品の実体験　貯めてるゾー床下設置用36Lから取水してみました。
施工現場レポート　宮崎のかんがい用配管に採用された
　　　　　　　　  SGR-NA-F異形管φ600（宮崎県小林市）

新製品紹介　スーパータフポリ　プレファブ配管システム
KCニュース　展示会のご報告
にっぽん探訪　岡山県岡山市、総社市

必ずお読みください。必ずお読みください。重要
本誌「PAL」の継続送付を
ご希望の方は、同封の
ハガキをお送りください。

長年ご愛読いただいてきました広報誌『PAL』につきまして、弊社ホームページ
のリニューアルを期に、配布方法の検討してまいりました。
その結果、冊子での配布はご希望される方とし、配布をご希望されない方に
は弊社ホームページで閲覧をお願いすることとしました。
弊社ホームページでは、最新号からバックナンバーの広報誌『PAL』を電子
ブック並びにPDF形式の両方でご覧いただけます。
これまで通り冊子で送付をご希望される場合は、同封のハガキで「送付を希
望する」を選択し、ご返送ください。
読者の皆様におかれましては、これまでのご愛読に感謝申し上げますとともに、
引き続きご愛読くださいますようお願い申し上げます。
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■冊子の継続送付をご希望される場合

切手を貼らずに平成29年6月30日までにご投函ください。
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本誌およびクボタケミックス製品に対するご意見、ご要望、イラスト、
その他どんなことでも結構です。どしどしお寄せください。

パル

メールアドレス

電　話

□官公庁　□商社　□コンサル・設計　　建設業　　設備業　□

　ディベロッパー　　ハウスメーカー　　工務店　□

　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

※整理No.は封筒の宛名の右下にある番号のことです。必ずご記入ください。

（PALに掲載させていただいた方には、記念品を進呈いたします）

お客さま情報記入欄

弊社からの本誌「PAL」の送付についてお聞きします。
恐れ入りますが下記に　  印のご記入をお願い致します。

同意する　 同意しない　
希望する　 希望しない　

※弊社個人情報の取扱いについては表面をご確認ください。

・本誌「PAL」の送付を
・個人情報取扱いに

弊社からの本誌「PAL」の送付についてお聞きします。
恐れ入りますが下記に　  印のご記入をお願い致します。

同意する　 同意しない　
希望する　 希望しない　

※弊社個人情報の取扱いについては表面をご確認ください。

・本誌「PAL」の送付を
・個人情報取扱いに

氏名、会社名などお客さま情報をご記入いただき、
「希望する」にチェックしてください。

ハガキをご返送ください。
■インターネットでPALを閲覧される場合

同封のハガキ

クボタケミックスHPトップページ 広報紙PALページ

紙面の関係上、「ミズエおばあちゃんの知恵袋」「レッツ・トライ・クッキング」「おたよりコーナー」「読者プレゼント付クイズ」はお休みさせていただきました。お詫び
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も
り
を
作
る
な
ど
、よ
り
高
度
な
対
応
が
議
題

に
上
り
ま
し
た
。

　
初
め
て
と
な
る
Ｋ
Ｃ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
選
ば

れ
た
８
名
は
十
分
な
キ
ャ
リ
ア
が
あ
り
、す
で
に

日
常
の
業
務
で
Ｋ
Ｃ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
の

役
割
の
一
端
を
果
た
し
て
い
ま
す
。今
後
、正
式

業
務
と
な
る
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
で
き
な
か
っ
た

施
工
見
学
や
研
修
を
通
し
て
詳
し
い
製
品
知
識

を
蓄
積
さ
せ
、営
業
担
当
者
と
連
携
し
て
、お
客

さ
ま
へ
迅
速
で
、き
め
細
か
い
対
応
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

ＫＣコンシェルジュのイメージ

お見積もり
製品の

お問い合わせ

田畑社長からKCコンシェルジュへ認定証の授与

営業部門とKCコンシェルジュとの座談会

合格した８名のKCコンシェルジュ

対応業務
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建
物
の
省
エ
ネ
、CO2

排
出
量
削
減
の
た
め
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
省
エ
ネ
技
術
を
組
み
合
わ
せ

て
、建
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
ゼ
ロ
に
す
る
Z
E
B（
ネ
ッ
ト・ゼ
ロ・エ
ネ
ル
ギ
ー・
ビ
ル
、以
下

Z
E
B
）の
推
進
が
進
ん
で
い
ま
す
。オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
で
は
空
調
に
要
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
大

き
く
、こ
れ
を
抑
え
る
こ
と
が
Z
E
B
を
実
現
す
る
上
で
大
き
な
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。壁
や
天
井

を
冷
却
／
加
温
し
て
室
内
温
度
を
調
節
す
る
放
射
冷
暖
房
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑
え
る
空
調

と
し
て
ま
た
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
や
す
い
空
調
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

空
調
を
変
え
る
こ
と
で
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
削
減
す
る

空
調
を
変
え
る
こ
と
で
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
削
減
す
る

空調を変えることでオフィスビルのエネルギー消費を削減する

〜
Z
E
B
化
推
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
放
射
冷
暖
房
〜

天井：22℃

壁：24℃

床：26℃

室温：28℃

放射冷房

天井：30℃

壁：28℃

床：28℃

室温：26℃

対流式空調

放射冷房は、放射効果によって壁や床も冷や
すことができるため、対流式空調より室温が高
くても快適性を保つことができます。

放射天井パネル

地中熱利用
ヒートポンプ

Uチューブ
（地中熱交換器）

地中熱を利用した例
地中は年間を通して12～21℃であり
この地中熱を採熱して熱媒体の冷却
・加温に役立てます。

70
60
50
40
30
20
10
0

冷　房 暖　房

34℃

55℃

16℃7℃

熱
源
水
の
温
度（
℃
）

常温20℃±15℃

輻射
冷
暖房

対流
式
空調

放射冷暖房は熱源となる水温が常温に近い
ため、省エネにつながります。

冷水を流して天井を冷やす

自然な放熱を促す

（出展）（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の実現と展開に関する研究会報告書（2009年11月経済産業省） 

病院 その他
14

照明
コンセント

14
空調
30

給湯
42

ホテル 9144631

店舗 16344011

事務所 1433503

空調の割合が高く空調を省エネすることで効果大

100%90%80%70%60%50%40%30%20%10%0%

建物間融通

清掃工場排熱利用
面的利用

エネルギー管理
支援事業者

全熱交換器

自然換気
外気冷房
昼夜外気冷却

クールキューブ
（地中熱利用）
（井水利用）

外気負荷削減

クールルーフ

放射冷暖房

タスクアンビエント空調

入退室設備

高効率ヒートポンプ
高効率ボイラ
コージェネ
高効率ポンプ

高効率空調

ポンプ変流量制御、 ファン変風量制御
大温度差送風
デシカント空調

エネルギー
管理システム

ガラスルーフ

昼光利用

入退室設備

エアフロー
ウィンドウ

タスク・アンビエント照明

LED 照明昼光利用
有機 EL 照明

地中熱ヒートポンプ

下水熱利用

河川水利用

太陽光発電
太陽熱利用

ルーパー
庇

壁面太陽光パネル
&

窓用太陽光パネル
（シースルー）

Low-E
復層ガラス窓

内部負荷低減

未利用エネルギーの活用
高効率熱源

高効率照明

外皮負荷削減

高効率照明

ZEBを実現する技術

省
エ
ネ
性
が
高
い
放
射
冷
暖
房

　
省
エ
ネ
性
が
高
い
空
調
と
し
て
近
年
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
放
射
冷
暖
房
で
す
。放
射
冷
暖
房
は
、

空
気
よ
り
熱
運
搬
効
率
の
高
い
水
で
直
接
天
井

面
を
温
冷
し
て
空
調
す
る
た
め
、空
気
を
温
冷
し

て
さ
ら
に
運
ぶ
空
調
方
式
と
比
べ
大
幅
に
消
費
電

力
を
削
減
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、一
般
的
な
空
調
器
は
温
冷
風
を
作
る
た

め
に
冷
房
時
に
約
7
℃
、暖
房
時
に
約
55
℃
の
冷

温
水
が
必
要
な
の
に
対
し
、放
射
冷
暖
房
は
冷
房

時
に
16
〜
20
℃
、暖
房
時
に
30
〜

34
℃
の
冷
温
水
が
使
用
で
き
る

の
で
、省
エ
ネ
性
に
優
れ
て
い
ま

す
。こ
の
常
温（
20
℃
）に
近
い
温

度
は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

得
意
な
領
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、天
井
か
ら
の
放
射
に

よ
り
床
や
壁
の
表
面
温
度
が
天

井
に
近
づ
き
、部
屋
全
体
の
表
面

温
度
が
均
一
と
な
る
た
め
、冷
房

時
に
は
室
温
設
定
を
１
〜
2
℃

高
め
、暖
房
時
に
は
１
〜
2
℃
低

め
に
し
て
も
快
適
性
が
得
ら
れ
、省
エ
ネ
と
な
り

ま
す
。

　
高
温
多
湿
の
日
本
で
は
、除
湿
を
行
う
こ
と
が

夏
場
の
省
エ
ネ
性
と
快
適
性
を
両
立
す
る
鍵
と

な
り
ま
す
。デ
シ
カ
ン
ト
空
調
機
な
ど
に
よ
る
除

湿
を
並
行
し
て
行
う
こ
と
で
、効
率
的
に
快
適
な

温
熱
環
境
の
実
現
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
省
エ
ネ
性
に
加
え
て
放
射
冷
暖
房
の
特

長
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、優
れ
た
快
適
性
で

す
。表
面
温
度
を
調
節
し
た
天
井
や
壁
か
ら
の
放

射
効
果
で
温
冷
感
が
得
ら
れ
る
た
め
、風
が
当
た

る
こ
と
に
よ
る
不
快
感
が
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、空

調
動
作
音
が
ほ
ぼ
無
く
、快
適
性
が
求
め
ら
れ
る

オ
フ
ィ
ス
や
長
時
間
の
治
療
を
行
う
病
院
な
ど
で

採
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
や
す
い
放
射
冷
暖
房

　
地
下
水
の
温
度
は
一
般
的
に
12
〜
21
℃
で
あ

り
、放
射
冷
暖
房
で
は
、そ
の
ま
ま
冷
房
に
使
用

で
き
、太
陽
に
よ
っ
て
暖
め
た
温
水
は
暖
房
に
使

用
で
き
ま
す
。ま
た
、地
中
に
管
路
を
埋
設
し
て

水
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
地
中
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
使
う
こ
と
で
冷
暖
房

に
活
用
で
き
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、省
エ
ネ
性
が
高

く
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
相
性
の
よ
い
放
射

冷
暖
房
は
、ま
さ
し
く
Z
E
B
化
に
適
し
た
空
調

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

輻
射（
放
射
）冷
暖
房
協
議
会
の
発
足

記
念
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
省
エ
ネ
と
快
適
性
を
両
立
さ
せ
る
空
調
と
し

て
放
射
空
調
の
重
要
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

る
中
、技
術
的
課
題
の
解
決
や
普
及
促
進
の
た

め
、平
成
28
年
7
月
12
日
付
け
で「
放
射（
輻
射
）

冷
暖
房
協
議
会
」が
発
足
し
ま
し
た
。

　
そ
の
発
足
記
念
セ
ミ
ナ
ー
が
、平
成
28
年
10
月

28
日
に
東
京
駅
の
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
５
階
サ
ピ
ア
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
、協
議
会
の
設
立
趣
意
説
明
の

他
、日
欧
米
で
の
放
射
冷
暖
房
に
お
け
る
動
向
や

関
連
技
術
に
関
す
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ク
ボ
タ
ケ

ミ
ッ
ク
ス
は
、

協
議
会
の
発

足
会
員
と
し

て
セ
ミ
ナ
ー

を
主
催
し
、

天
井
放
射
パ

ネ
ル
製
品
展

示
を
行
い
ま

し
た
。

Z
E
B
と
は

　
建
築
関
係
で
Z
E
B
と
い
う
言
葉
が
よ
く
聞

か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。Z
E
B
と
は
、快
適

な
室
内
環
境
を
保
ち
な
が
ら
、で
き
る
限
り
の
省

エ
ネ
技
術
を
駆
使
し
て
使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
削
減

し
、さ
ら
に
使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
り
ま
か
な
う
こ
と
で
、年
間
で
消
費
す

る
建
築
物
の

エ
ネ
ル
ギ
ー

量
が
大
幅
に

削
減
さ
れ
て

い
る
建
築
物

の
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　
省
エ
ネ
を

実
現
す
る
技

術
と
し
て
は
、

ガ
ラ
ス
ル
ー
フ

な
ど
で
昼
光

を
取
り
入
れ

て
昼
間
の
照

明
に
か
か
る

エ
ネ
ル
ギ
ー

を
削
減
し
た

り
、自
然
換

気
な
ど
で
室
内
温
度
を
調
整
す
る
な
ど
自
然
環

境
を
利
用
す
る
技
術
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、照
明

や
空
調
そ
れ
に
給
湯
な
ど
の
熱
源
な
ど
に
要
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
さ
ら
に
効
率
化
さ
せ
る
技
術

が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、消
費
電
力
が
少
な
く
寿

命
が
長
い
L
E
D
照
明
、デ
シ
カ
ン
ト
空
調
と
組

み
合
わ
せ
た
放
射
冷
暖
房
、シ
ス
テ
ム
効
率
を
制

御
す
る
高
効
率
ボ
イ
ラ
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　
一
方
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、太
陽
光

発
電（
太
陽
熱
）が
最
も
知
ら
れ
て
お
り
、屋

上
や
外
壁
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、発

電
し
た
り
温
水
を
作
り
ま
す
。ま
た
、地
中
熱

を
採
熱
し
て
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
冷
暖
房
に
使

用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

我
が
国
に
お
け
る
Z
E
B
の
取
り
組
み

　
Z
E
B
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、経
済
産

業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
、平
成
21
年
5

月
に
Z
E
B
の
達
成
に
向
け
た「
Z
E
B
の

実
現
と
展
開
に
関
す
る
研
究
会
」を
立
ち
上

げ
、平
成
26
年
4
月
に
は「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
」に
お
い
て
、2
0
2
0
年
ま
で
に
新
築

公
共
建
築
物
等
で
、2
0
3
0
年
ま
で
に
新

築
建
築
物
の
平
均
で
Z
E
B
を
実
現
す
る

こ
と
を
目
指
す
と
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
明
記
さ
れ
た

Z
E
B
の
政
策
目
標
を
達
成
を
す
る
た
め

経
済
産
業
省
は
、Z
E
B
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
検
討

員
会
を
立
ち
上
げ
、平
成
27
年
12
月
に

「
Z
E
B
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
は
、Z
E
B
の
定
義
や
評
価
方
法
、

課
題
に
加
え
て
普
及
方
法
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
約
半
数
を
占
め
る

空
調
設
備

　
民
生
部
門
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
過

半
数
を
占
め
る
業
務
部
門（
事
務
所
・
店
舗
・

病
院
・
ホ
テ
ル
等
）は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
増

加
が
大
き
く
、と
く
に
省
エ
ネ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。各
業
態
の
用
途
別
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
考

察
す
る
と
、病
院
を
除
く
事
務
所
・
店
舗
・
ホ
テ

ル
で
は
空
調
に
占
め
る
割
合
が
40
％
〜
50
％
と
半

数
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
な
ど
事
務
所
の
省
エ
ネ
、Z
E
B
化
を
考
え

た
場
合
、空
調
を
効
率
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

昇降機 
給湯 

空調 

換気 

照明 

昇降機 
給湯 

空調 
換気 
照明 

 

 
 

省エネ技術で
エネルギー消費を削減

再生可能エネルギーで
削減できなかった
エネルギーを補う

ZEBを実現するイメージ

放射冷暖房のイメージ

熱源水の温度比較

地中熱を利用した放射冷暖房

設定温度の比較

各設備の建物全体に占めるエネルギーの割合

（
参
考
）

・
Z
E
B
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
検
討
委
員
会
に
お
け
る
Z
E
B
の
定
義
・

今
後
の
施
策
な
ど（
経
済
産
業
省
）

・
Z
E
B
の
定
義
と
評
価
方
法
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
公
益
社
団

法
人
空
気
調
和
・
衛
生
工
学
会
）

200名が参加した発足記念セミナー

クボタケミックスの展示

ビアネ・オレセン
（デンマーク工科大学）
による講演

クボタケミックスの放射天井パネル
（左：メタルパネル、右：プラスターパネル）
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建
物
の
省
エ
ネ
、CO2

排
出
量
削
減
の
た
め
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
省
エ
ネ
技
術
を
組
み
合
わ
せ

て
、建
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
ゼ
ロ
に
す
る
Z
E
B（
ネ
ッ
ト・ゼ
ロ・エ
ネ
ル
ギ
ー・
ビ
ル
、以
下

Z
E
B
）の
推
進
が
進
ん
で
い
ま
す
。オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
で
は
空
調
に
要
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
大

き
く
、こ
れ
を
抑
え
る
こ
と
が
Z
E
B
を
実
現
す
る
上
で
大
き
な
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。壁
や
天
井

を
冷
却
／
加
温
し
て
室
内
温
度
を
調
節
す
る
放
射
冷
暖
房
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑
え
る
空
調

と
し
て
ま
た
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
や
す
い
空
調
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

空
調
を
変
え
る
こ
と
で
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
削
減
す
る

空
調
を
変
え
る
こ
と
で
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
削
減
す
る

空調を変えることでオフィスビルのエネルギー消費を削減する

〜
Z
E
B
化
推
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
放
射
冷
暖
房
〜

天井：22℃

壁：24℃

床：26℃

室温：28℃

放射冷房

天井：30℃

壁：28℃

床：28℃

室温：26℃

対流式空調

放射冷房は、放射効果によって壁や床も冷や
すことができるため、対流式空調より室温が高
くても快適性を保つことができます。

放射天井パネル

地中熱利用
ヒートポンプ

Uチューブ
（地中熱交換器）

地中熱を利用した例
地中は年間を通して12～21℃であり
この地中熱を採熱して熱媒体の冷却
・加温に役立てます。

70
60
50
40
30
20
10
0

冷　房 暖　房

34℃

55℃

16℃7℃

熱
源
水
の
温
度（
℃
）

常温20℃±15℃

輻射
冷
暖房

対流
式
空調

放射冷暖房は熱源となる水温が常温に近い
ため、省エネにつながります。

冷水を流して天井を冷やす

自然な放熱を促す

（出展）（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の実現と展開に関する研究会報告書（2009年11月経済産業省） 

病院 その他
14

照明
コンセント

14
空調
30

給湯
42

ホテル 9144631

店舗 16344011

事務所 1433503

空調の割合が高く空調を省エネすることで効果大

100%90%80%70%60%50%40%30%20%10%0%

建物間融通

清掃工場排熱利用
面的利用

エネルギー管理
支援事業者

全熱交換器

自然換気
外気冷房
昼夜外気冷却

クールキューブ
（地中熱利用）
（井水利用）

外気負荷削減

クールルーフ

放射冷暖房

タスクアンビエント空調

入退室設備

高効率ヒートポンプ
高効率ボイラ
コージェネ
高効率ポンプ

高効率空調

ポンプ変流量制御、 ファン変風量制御
大温度差送風
デシカント空調

エネルギー
管理システム

ガラスルーフ

昼光利用

入退室設備

エアフロー
ウィンドウ

タスク・アンビエント照明

LED 照明昼光利用
有機 EL 照明

地中熱ヒートポンプ

下水熱利用

河川水利用

太陽光発電
太陽熱利用

ルーパー
庇

壁面太陽光パネル
&

窓用太陽光パネル
（シースルー）

Low-E
復層ガラス窓

内部負荷低減

未利用エネルギーの活用
高効率熱源

高効率照明

外皮負荷削減

高効率照明

ZEBを実現する技術

省
エ
ネ
性
が
高
い
放
射
冷
暖
房

　
省
エ
ネ
性
が
高
い
空
調
と
し
て
近
年
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
放
射
冷
暖
房
で
す
。放
射
冷
暖
房
は
、

空
気
よ
り
熱
運
搬
効
率
の
高
い
水
で
直
接
天
井

面
を
温
冷
し
て
空
調
す
る
た
め
、空
気
を
温
冷
し

て
さ
ら
に
運
ぶ
空
調
方
式
と
比
べ
大
幅
に
消
費
電

力
を
削
減
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、一
般
的
な
空
調
器
は
温
冷
風
を
作
る
た

め
に
冷
房
時
に
約
7
℃
、暖
房
時
に
約
55
℃
の
冷

温
水
が
必
要
な
の
に
対
し
、放
射
冷
暖
房
は
冷
房

時
に
16
〜
20
℃
、暖
房
時
に
30
〜

34
℃
の
冷
温
水
が
使
用
で
き
る

の
で
、省
エ
ネ
性
に
優
れ
て
い
ま

す
。こ
の
常
温（
20
℃
）に
近
い
温

度
は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

得
意
な
領
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、天
井
か
ら
の
放
射
に

よ
り
床
や
壁
の
表
面
温
度
が
天

井
に
近
づ
き
、部
屋
全
体
の
表
面

温
度
が
均
一
と
な
る
た
め
、冷
房

時
に
は
室
温
設
定
を
１
〜
2
℃

高
め
、暖
房
時
に
は
１
〜
2
℃
低

め
に
し
て
も
快
適
性
が
得
ら
れ
、省
エ
ネ
と
な
り

ま
す
。

　
高
温
多
湿
の
日
本
で
は
、除
湿
を
行
う
こ
と
が

夏
場
の
省
エ
ネ
性
と
快
適
性
を
両
立
す
る
鍵
と

な
り
ま
す
。デ
シ
カ
ン
ト
空
調
機
な
ど
に
よ
る
除

湿
を
並
行
し
て
行
う
こ
と
で
、効
率
的
に
快
適
な

温
熱
環
境
の
実
現
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
省
エ
ネ
性
に
加
え
て
放
射
冷
暖
房
の
特

長
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、優
れ
た
快
適
性
で

す
。表
面
温
度
を
調
節
し
た
天
井
や
壁
か
ら
の
放

射
効
果
で
温
冷
感
が
得
ら
れ
る
た
め
、風
が
当
た

る
こ
と
に
よ
る
不
快
感
が
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、空

調
動
作
音
が
ほ
ぼ
無
く
、快
適
性
が
求
め
ら
れ
る

オ
フ
ィ
ス
や
長
時
間
の
治
療
を
行
う
病
院
な
ど
で

採
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
や
す
い
放
射
冷
暖
房

　
地
下
水
の
温
度
は
一
般
的
に
12
〜
21
℃
で
あ

り
、放
射
冷
暖
房
で
は
、そ
の
ま
ま
冷
房
に
使
用

で
き
、太
陽
に
よ
っ
て
暖
め
た
温
水
は
暖
房
に
使

用
で
き
ま
す
。ま
た
、地
中
に
管
路
を
埋
設
し
て

水
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
地
中
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
使
う
こ
と
で
冷
暖
房

に
活
用
で
き
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、省
エ
ネ
性
が
高

く
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
相
性
の
よ
い
放
射

冷
暖
房
は
、ま
さ
し
く
Z
E
B
化
に
適
し
た
空
調

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

輻
射（
放
射
）冷
暖
房
協
議
会
の
発
足

記
念
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
省
エ
ネ
と
快
適
性
を
両
立
さ
せ
る
空
調
と
し

て
放
射
空
調
の
重
要
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

る
中
、技
術
的
課
題
の
解
決
や
普
及
促
進
の
た

め
、平
成
28
年
7
月
12
日
付
け
で「
放
射（
輻
射
）

冷
暖
房
協
議
会
」が
発
足
し
ま
し
た
。

　
そ
の
発
足
記
念
セ
ミ
ナ
ー
が
、平
成
28
年
10
月

28
日
に
東
京
駅
の
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
５
階
サ
ピ
ア
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
、協
議
会
の
設
立
趣
意
説
明
の

他
、日
欧
米
で
の
放
射
冷
暖
房
に
お
け
る
動
向
や

関
連
技
術
に
関
す
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ク
ボ
タ
ケ

ミ
ッ
ク
ス
は
、

協
議
会
の
発

足
会
員
と
し

て
セ
ミ
ナ
ー

を
主
催
し
、

天
井
放
射
パ

ネ
ル
製
品
展

示
を
行
い
ま

し
た
。

Z
E
B
と
は

　
建
築
関
係
で
Z
E
B
と
い
う
言
葉
が
よ
く
聞

か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。Z
E
B
と
は
、快
適

な
室
内
環
境
を
保
ち
な
が
ら
、で
き
る
限
り
の
省

エ
ネ
技
術
を
駆
使
し
て
使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
削
減

し
、さ
ら
に
使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
り
ま
か
な
う
こ
と
で
、年
間
で
消
費
す

る
建
築
物
の

エ
ネ
ル
ギ
ー

量
が
大
幅
に

削
減
さ
れ
て

い
る
建
築
物

の
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　
省
エ
ネ
を

実
現
す
る
技

術
と
し
て
は
、

ガ
ラ
ス
ル
ー
フ

な
ど
で
昼
光

を
取
り
入
れ

て
昼
間
の
照

明
に
か
か
る

エ
ネ
ル
ギ
ー

を
削
減
し
た

り
、自
然
換

気
な
ど
で
室
内
温
度
を
調
整
す
る
な
ど
自
然
環

境
を
利
用
す
る
技
術
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、照
明

や
空
調
そ
れ
に
給
湯
な
ど
の
熱
源
な
ど
に
要
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
さ
ら
に
効
率
化
さ
せ
る
技
術

が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、消
費
電
力
が
少
な
く
寿

命
が
長
い
L
E
D
照
明
、デ
シ
カ
ン
ト
空
調
と
組

み
合
わ
せ
た
放
射
冷
暖
房
、シ
ス
テ
ム
効
率
を
制

御
す
る
高
効
率
ボ
イ
ラ
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　
一
方
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、太
陽
光

発
電（
太
陽
熱
）が
最
も
知
ら
れ
て
お
り
、屋

上
や
外
壁
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、発

電
し
た
り
温
水
を
作
り
ま
す
。ま
た
、地
中
熱

を
採
熱
し
て
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
冷
暖
房
に
使

用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

我
が
国
に
お
け
る
Z
E
B
の
取
り
組
み

　
Z
E
B
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、経
済
産

業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
、平
成
21
年
5

月
に
Z
E
B
の
達
成
に
向
け
た「
Z
E
B
の

実
現
と
展
開
に
関
す
る
研
究
会
」を
立
ち
上

げ
、平
成
26
年
4
月
に
は「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
」に
お
い
て
、2
0
2
0
年
ま
で
に
新
築

公
共
建
築
物
等
で
、2
0
3
0
年
ま
で
に
新

築
建
築
物
の
平
均
で
Z
E
B
を
実
現
す
る

こ
と
を
目
指
す
と
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
明
記
さ
れ
た

Z
E
B
の
政
策
目
標
を
達
成
を
す
る
た
め

経
済
産
業
省
は
、Z
E
B
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
検
討

員
会
を
立
ち
上
げ
、平
成
27
年
12
月
に

「
Z
E
B
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
は
、Z
E
B
の
定
義
や
評
価
方
法
、

課
題
に
加
え
て
普
及
方
法
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
約
半
数
を
占
め
る

空
調
設
備

　
民
生
部
門
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
過

半
数
を
占
め
る
業
務
部
門（
事
務
所
・
店
舗
・

病
院
・
ホ
テ
ル
等
）は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
増

加
が
大
き
く
、と
く
に
省
エ
ネ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。各
業
態
の
用
途
別
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
考

察
す
る
と
、病
院
を
除
く
事
務
所
・
店
舗
・
ホ
テ

ル
で
は
空
調
に
占
め
る
割
合
が
40
％
〜
50
％
と
半

数
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
な
ど
事
務
所
の
省
エ
ネ
、Z
E
B
化
を
考
え

た
場
合
、空
調
を
効
率
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

昇降機 
給湯 

空調 

換気 

照明 

昇降機 
給湯 

空調 
換気 
照明 

 

 
 

省エネ技術で
エネルギー消費を削減

再生可能エネルギーで
削減できなかった
エネルギーを補う

ZEBを実現するイメージ

放射冷暖房のイメージ

熱源水の温度比較

地中熱を利用した放射冷暖房

設定温度の比較

各設備の建物全体に占めるエネルギーの割合

（
参
考
）

・
Z
E
B
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
検
討
委
員
会
に
お
け
る
Z
E
B
の
定
義
・

今
後
の
施
策
な
ど（
経
済
産
業
省
）

・
Z
E
B
の
定
義
と
評
価
方
法
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
公
益
社
団

法
人
空
気
調
和
・
衛
生
工
学
会
）

200名が参加した発足記念セミナー

クボタケミックスの展示

ビアネ・オレセン
（デンマーク工科大学）
による講演

クボタケミックスの放射天井パネル
（左：メタルパネル、右：プラスターパネル）
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放射冷暖房システム 【大阪府堺市】

Field Report NowField Report Now

株式会社ワセダ
システムズ
営業部 部長
宮内　淳さん

株式会社ワセダ
システムズ
代表取締役
染野　豊さん

応
接
室
に
放
射
冷
暖
房
を
採
用

　
ク
ボ
タ
ケ
ミ
ッ
ク
ス
の
親
会
社
で
あ
る
ク
ボ
タ

の
堺
製
造
所
は
、昭
和
12
年
に
農
工
用
石
油
発
動

機
の
専
門
工
場
と
し
て
操
業
を
開
始
し
た
。現
在
、

小
型
ト
ラ
ク
タ
、大
型
ト
ラ
ク
タ
、建
設
機
械
、産

業
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
、ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン

を
主
要
な
生
産
品
と
す
る
ク
ボ
タ
の
主
力
工
場

の一つ
で
あ
る
。

　
ク
ボ
タ
は
研
究
開
発
体
制
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

一
環
・
福
利
厚
生
施
設
の
充
実
の
た
め
に
、敷
地
内

に
新
た
に
２
棟
の
研
究
棟
と
１
棟
の
厚
生
棟
の

建
設
を
平
成
27
年
7
月
よ
り
開
始
し
、平
成
28
年

10
月
末
に
全
て
完
成
さ
せ
た
。厚
生
棟
に
は
、応

接
室
が
３
室
設
置
さ
れ
た
。応
接
室
１
は
約

1
4
3
㎡
の
広
さ
が
あ
る
大
型
会
議
室
で
あ
り
、

応
接
室
２
、３
は
約
33
㎡
の
広
さ
が
あ
る
。

　
こ
の
応
接
室
２
、３
の
空
調
に
採
用
さ
れ
た
の

が
、ク
ボ
タ
ケ
ミ
ッ
ク
ス
が
推
進
し
て
い
る
放
射

冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
だ
。パ
イ
プ
を
内
包
し
た
天
井

パ
ネ
ル
に
冷
温
水
を
流
し
て
輻
射
の
効
果
を
使
っ

て
室
内
の
温
度
を
調
整
す
る
新
し
い
空
調
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。ク
ボ
タ
ケ
ミ
ッ
ク
ス
は
、放
射
天
井
パ

ネ
ル
に
グ
リ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
天
井
用
の
メ
タ
ル
パ

ネ
ル
と
在
来
天
井
用
の
プ
ラ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル
を
販

売
し
て
お
り
、今
回
は
メ
タ
ル
パ
ネ
ル

（
6
0
0
×
6
0
0
）が
採
用
さ
れ
た
。

　
放
射
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
採
用
に
関
し
て
、株

式
会
社
ク
ボ
タ
堺
製
造
所
勤
労
課
の
片
平
浩
介

さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。「
応
接
室
で
は
長
時

間
、打
ち
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら

快
適
性
は
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
す
。中
で
も
音

と
温
度
は
特
に
重
要
で
す
。一
般
の
エ
ア
コ
ン
で
は

常
時
フ
ァ
ン
の
音
が
出
て
気
に
な
る
た
め
、放
射

冷
暖
房
で
は
フ
ァ
ン
が
な
い
の
で
静
か
な
室
内
が

で
き
る
と
期
待
し
ま
し
た
。ま
た
、エ
ア
コ
ン
は
送

風
口
の
位
置
に
よ
っ
て
温
度
ム
ラ
が
あ
っ
た
り
、室

内
が
冷
え
す
ぎ
た
り
、暖
か
く
な
り
す
ぎ
る
な
ど

の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、放
射
冷
暖
房
が
解

決
し
て
く
れ
る
と
考
え
ま
し
た
」。

採
用
実
績
の
豊
富
な
R
D
Z
社
製
天
井
パ
ネ
ル

　
放
射
冷
暖
房
の
シ
ス
テ
ム
は
、熱
源
か
ら
冷
温

水
を
一
次
ヘ
ッ
ダ
ー
に
送
り
、メ
イ
ン
管
で
あ
る
ポ

リ
ブ
デ
ン
パ
イ
プ（
口
径
20
）を
使
っ
て
各
二
次
ヘ

ッ
ダ
ー
に
送
る
。次
に
二
次
ヘ
ッ
ダ
ー
か
ら
ポ
リ
ブ

テ
ン
パ
イ
プ（
口
径
６
）で
各
パ
ネ
ル
に
送
る
。そ

れ
ぞ
れ
、往
き
の
管
路
と
還
り
の
管
路
が
あ
り
循

環
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
工
事
は
一
次
ヘ
ッ
ダ
ー
、メ
イ
ン
管
お
よ
び
二
次

ヘ
ッ
ダ
ー
の
支
持
部
材
へ
の
取
付
け
か
ら
始
ま
る
。

次
に
シ
ス
テ
ム
天
井
に
メ
タ
ル
パ
ネ
ル
を
は
め
込

み
、各
二
次
ヘ
ッ
ダ
ー
と
メ
タ
ル
パ
ネ
ル
を
接
合
す

る
。設
置
・
配
管
が
終
わ
れ
ば
、一
次
ヘ
ッ
ダ
ー
か
ら

の
加
圧
試
験
を
行
い
試
運
転
を
行
っ
て
一
連
の
工

事
が
終
了
す
る
。（
次
ペ
ー
ジ
の
写
真
Ⓐ
お
よ
び

「
メ
タ
ル
パ
ネ
ル
設
置
位
置
と
配
管
図
」参
照
）

　
施
工
を
担
当
し
た
の
は
、放
射
冷
暖
房
工
事
、

床
暖
房
工
事
、融
雪
設
備
工
事
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

で
あ
る
株
式
会
社
ワ
セ
ダ
シ
ス
テ
ム
ズ
だ
。同
社

の
染
野
豊
さ
ん
は
、メ
タ
ル
パ
ネ
ル
の
寸
法
精
度

に
つ
い
て
こ
う
評
価
す
る
。「
日
本
国
内
で
は
、ま

だ
放
射
冷
暖
房
用
の
天
井
パ
ネ
ル
は
普
及
し
て
い

な
い
せ
い
か
、反
り
が
あ
っ
た
り
寸
法
誤
差
が
大

き
か
っ
た
り
で
、フ
レ
ー
ム
に
納
ま
り
に
く
い
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。し
か
し
、ク
ボ
タ
ケ
ミ
ッ
ク
ス

の
天
井
パ
ネ
ル
は
寸
法
誤
差
が
少
な
く
、納
ま
り

が
良
い
の
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
」。寸
法
精
度

が
高
い
理
由
と
し
て
染
野
さ
ん
は
、ク
ボ
タ
ケ
ミ

ッ
ク
ス
が
販
売
す
る
メ
タ
ル
パ
ネ
ル
は
、放
射
冷

暖
房
が
普
及
し
た
欧
州
で
採
用
実
績
の
豊
富
な

イ
タ
リ
ア
R
D
Z
社
製
で
あ
り
、同
社
の
高
い
生

産
技
術
の
た
め
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

　
ま
た
、現
場
で
施
工
を
指
揮
し
た
同
社
の
宮
内

淳
さ
ん
は
、メ
タ
ル
パ
ネ
ル
の
軽
さ
に
つ
い
て
、「
１

枚
当
た
り
1
・
9
kg
と
他
社
製
品
に
比
べ
て
軽
い

で
す
。天
井
付
近
で
、何
枚
も
持
ち
上
げ
て
、取
付

け
る
作
業
を
し
ま
す
か
ら
、少
し
で
も
軽
い
の
は

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
」。さ
ら
に
配
管
用
の
ポ
リ

ブ
デ
ン
パ
イ
プ（
口
径
20
、６
）に
つ
い
て
も
、「
結

露
を
防
止
す
る
保
温
材
付
き
で
す
か
ら
、改
め
て

結
露
対
策
を
す
る
必
要
が
な
い
の
で
便
利
で
す
」

と
扱
い
や
す
さ
を
指
摘
し
た
。

温
度
ム
ラ
が
無
く
静
か
な
放
射
冷
暖
房

　
完
成
し
た
応
接
室
は
、応
接
室
と
い
う
よ
り
は

会
議
室
に
近
い
。株
式
会
社
ク
ボ
タ
の
片
平
さ
ん

は
、「
基
本
的
に
は
応
接
室
と
し
て
の
利
用
を
想
定

し
て
い
ま
す
が
、応
接
セ
ッ
ト
を
置
か
ず
会
議
用
の

テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
を
入
れ
た
の
は
、社
内
で
の
打

合
せ
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
」

と
使
用
目
的
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
ま
た
使
用
後
の
感
想
に
つ
い
て
、「
何
よ
り
も
送

風
音
が
な
く
て
静
か
な
の
が
一
番
良
い
で
す
。ま

た
、部
屋
全
体
を
ふ
ん
わ
り
と

温
度
調
整
し
て
く
れ
る
た
め
、

快
適
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。今

後
、新
し
く
会
議
室
を
作
る
と

き
も
、特
に
お
客
さ
ま
が
使
用

さ
れ
る
場
合
は
、導
入
の
検
討

を
し
て
み
て
も
い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
」と
、当
初
の
期
待
し

た
性
能
を
実
感
さ
れ
た
様
子

で
あ
っ
た
。

　
放
射
冷
暖
房
は
近
年
、長
時

間
治
療
が
行
わ
れ
る
病
院
で

応接室に採用された放射冷暖房システム応接室に採用された放射冷暖房システム

施 工 現 場 レ ポ ート

採
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、本
誌

で
も
北
里
大
学
病
院
で
の
採
用

を
紹
介
し
た
。し
か
し
、放
射
冷

暖
房
の
採
用
は
快
適
性
だ
け
で

は
な
く
、そ
の
優
れ
た
省
エ
ネ
性

能
も
評
価
さ
れ
、徐
々
に
オ
フ
ィ

ス
な
ど
で
も
採
用
が
始
ま
っ
て
い

る
。今
後
も
快
適
性
や
省
エ
ネ
性

の
た
め
新
し
い
採
用
の
場
が
増

え
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

一次ヘッダー

二次ヘッダー

応接室2

応接室3

往き 還り

メタルパネル 照明 ブランクパネル

メイン管

建設中の厚生棟

完成した応接室3

接合部に保温材の取付け メタルパネルの設置が完了

一次ヘッダーからメイン管による配管（写真Ⓐ）

二次ヘッダー

一次ヘッダーメイン管

メタルパネル設置位置と配管図

製品案内

「放射冷暖房」でつくる、快適空間。

1200x2400タイプ
不燃タイプ 910x1820

メタルパネル
グリッドシステム天井設置型

プラスターパネル
在来天井取付型

放射冷暖房システム b!klimax放射冷暖房システム b!klimax
ビークリマックス

快適で省エネにつながる空調として注目されている放射冷暖房。
クボタケミックスは、ヨーロッパを中心に放射冷暖房システム「b!klimax（ビークリマックス）」で豊富な実績をもつ
RDZ社（本社・イタリア）と提携。同社の優れたシステムを導入し、快適でスタイリッシュな空間づくりを進めています。

600x600タイプ 1200x600タイプ

新製品

(不燃大臣認定番号NM-4242)
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システムズ
営業部 部長
宮内　淳さん
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染野　豊さん

応
接
室
に
放
射
冷
暖
房
を
採
用

　
ク
ボ
タ
ケ
ミ
ッ
ク
ス
の
親
会
社
で
あ
る
ク
ボ
タ

の
堺
製
造
所
は
、昭
和
12
年
に
農
工
用
石
油
発
動

機
の
専
門
工
場
と
し
て
操
業
を
開
始
し
た
。現
在
、

小
型
ト
ラ
ク
タ
、大
型
ト
ラ
ク
タ
、建
設
機
械
、産

業
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
、ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン

を
主
要
な
生
産
品
と
す
る
ク
ボ
タ
の
主
力
工
場

の一つ
で
あ
る
。

　
ク
ボ
タ
は
研
究
開
発
体
制
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

一
環
・
福
利
厚
生
施
設
の
充
実
の
た
め
に
、敷
地
内

に
新
た
に
２
棟
の
研
究
棟
と
１
棟
の
厚
生
棟
の

建
設
を
平
成
27
年
7
月
よ
り
開
始
し
、平
成
28
年

10
月
末
に
全
て
完
成
さ
せ
た
。厚
生
棟
に
は
、応

接
室
が
３
室
設
置
さ
れ
た
。応
接
室
１
は
約

1
4
3
㎡
の
広
さ
が
あ
る
大
型
会
議
室
で
あ
り
、

応
接
室
２
、３
は
約
33
㎡
の
広
さ
が
あ
る
。

　
こ
の
応
接
室
２
、３
の
空
調
に
採
用
さ
れ
た
の

が
、ク
ボ
タ
ケ
ミ
ッ
ク
ス
が
推
進
し
て
い
る
放
射

冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
だ
。パ
イ
プ
を
内
包
し
た
天
井

パ
ネ
ル
に
冷
温
水
を
流
し
て
輻
射
の
効
果
を
使
っ

て
室
内
の
温
度
を
調
整
す
る
新
し
い
空
調
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。ク
ボ
タ
ケ
ミ
ッ
ク
ス
は
、放
射
天
井
パ

ネ
ル
に
グ
リ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
天
井
用
の
メ
タ
ル
パ

ネ
ル
と
在
来
天
井
用
の
プ
ラ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル
を
販

売
し
て
お
り
、今
回
は
メ
タ
ル
パ
ネ
ル

（
6
0
0
×
6
0
0
）が
採
用
さ
れ
た
。

　
放
射
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
採
用
に
関
し
て
、株

式
会
社
ク
ボ
タ
堺
製
造
所
勤
労
課
の
片
平
浩
介

さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。「
応
接
室
で
は
長
時

間
、打
ち
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら

快
適
性
は
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
す
。中
で
も
音

と
温
度
は
特
に
重
要
で
す
。一
般
の
エ
ア
コ
ン
で
は

常
時
フ
ァ
ン
の
音
が
出
て
気
に
な
る
た
め
、放
射

冷
暖
房
で
は
フ
ァ
ン
が
な
い
の
で
静
か
な
室
内
が

で
き
る
と
期
待
し
ま
し
た
。ま
た
、エ
ア
コ
ン
は
送

風
口
の
位
置
に
よ
っ
て
温
度
ム
ラ
が
あ
っ
た
り
、室

内
が
冷
え
す
ぎ
た
り
、暖
か
く
な
り
す
ぎ
る
な
ど

の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、放
射
冷
暖
房
が
解

決
し
て
く
れ
る
と
考
え
ま
し
た
」。

採
用
実
績
の
豊
富
な
R
D
Z
社
製
天
井
パ
ネ
ル

　
放
射
冷
暖
房
の
シ
ス
テ
ム
は
、熱
源
か
ら
冷
温

水
を
一
次
ヘ
ッ
ダ
ー
に
送
り
、メ
イ
ン
管
で
あ
る
ポ

リ
ブ
デ
ン
パ
イ
プ（
口
径
20
）を
使
っ
て
各
二
次
ヘ

ッ
ダ
ー
に
送
る
。次
に
二
次
ヘ
ッ
ダ
ー
か
ら
ポ
リ
ブ

テ
ン
パ
イ
プ（
口
径
６
）で
各
パ
ネ
ル
に
送
る
。そ

れ
ぞ
れ
、往
き
の
管
路
と
還
り
の
管
路
が
あ
り
循

環
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
工
事
は
一
次
ヘ
ッ
ダ
ー
、メ
イ
ン
管
お
よ
び
二
次

ヘ
ッ
ダ
ー
の
支
持
部
材
へ
の
取
付
け
か
ら
始
ま
る
。

次
に
シ
ス
テ
ム
天
井
に
メ
タ
ル
パ
ネ
ル
を
は
め
込

み
、各
二
次
ヘ
ッ
ダ
ー
と
メ
タ
ル
パ
ネ
ル
を
接
合
す

る
。設
置
・
配
管
が
終
わ
れ
ば
、一
次
ヘ
ッ
ダ
ー
か
ら

の
加
圧
試
験
を
行
い
試
運
転
を
行
っ
て
一
連
の
工

事
が
終
了
す
る
。（
次
ペ
ー
ジ
の
写
真
Ⓐ
お
よ
び

「
メ
タ
ル
パ
ネ
ル
設
置
位
置
と
配
管
図
」参
照
）

　
施
工
を
担
当
し
た
の
は
、放
射
冷
暖
房
工
事
、

床
暖
房
工
事
、融
雪
設
備
工
事
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

で
あ
る
株
式
会
社
ワ
セ
ダ
シ
ス
テ
ム
ズ
だ
。同
社

の
染
野
豊
さ
ん
は
、メ
タ
ル
パ
ネ
ル
の
寸
法
精
度

に
つ
い
て
こ
う
評
価
す
る
。「
日
本
国
内
で
は
、ま

だ
放
射
冷
暖
房
用
の
天
井
パ
ネ
ル
は
普
及
し
て
い

な
い
せ
い
か
、反
り
が
あ
っ
た
り
寸
法
誤
差
が
大

き
か
っ
た
り
で
、フ
レ
ー
ム
に
納
ま
り
に
く
い
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。し
か
し
、ク
ボ
タ
ケ
ミ
ッ
ク
ス

の
天
井
パ
ネ
ル
は
寸
法
誤
差
が
少
な
く
、納
ま
り

が
良
い
の
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
」。寸
法
精
度

が
高
い
理
由
と
し
て
染
野
さ
ん
は
、ク
ボ
タ
ケ
ミ

ッ
ク
ス
が
販
売
す
る
メ
タ
ル
パ
ネ
ル
は
、放
射
冷

暖
房
が
普
及
し
た
欧
州
で
採
用
実
績
の
豊
富
な

イ
タ
リ
ア
R
D
Z
社
製
で
あ
り
、同
社
の
高
い
生

産
技
術
の
た
め
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

　
ま
た
、現
場
で
施
工
を
指
揮
し
た
同
社
の
宮
内

淳
さ
ん
は
、メ
タ
ル
パ
ネ
ル
の
軽
さ
に
つ
い
て
、「
１

枚
当
た
り
1
・
9
kg
と
他
社
製
品
に
比
べ
て
軽
い

で
す
。天
井
付
近
で
、何
枚
も
持
ち
上
げ
て
、取
付

け
る
作
業
を
し
ま
す
か
ら
、少
し
で
も
軽
い
の
は

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
」。さ
ら
に
配
管
用
の
ポ
リ

ブ
デ
ン
パ
イ
プ（
口
径
20
、６
）に
つ
い
て
も
、「
結

露
を
防
止
す
る
保
温
材
付
き
で
す
か
ら
、改
め
て

結
露
対
策
を
す
る
必
要
が
な
い
の
で
便
利
で
す
」

と
扱
い
や
す
さ
を
指
摘
し
た
。

温
度
ム
ラ
が
無
く
静
か
な
放
射
冷
暖
房

　
完
成
し
た
応
接
室
は
、応
接
室
と
い
う
よ
り
は

会
議
室
に
近
い
。株
式
会
社
ク
ボ
タ
の
片
平
さ
ん

は
、「
基
本
的
に
は
応
接
室
と
し
て
の
利
用
を
想
定

し
て
い
ま
す
が
、応
接
セ
ッ
ト
を
置
か
ず
会
議
用
の

テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
を
入
れ
た
の
は
、社
内
で
の
打

合
せ
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
」

と
使
用
目
的
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
ま
た
使
用
後
の
感
想
に
つ
い
て
、「
何
よ
り
も
送

風
音
が
な
く
て
静
か
な
の
が
一
番
良
い
で
す
。ま

た
、部
屋
全
体
を
ふ
ん
わ
り
と

温
度
調
整
し
て
く
れ
る
た
め
、

快
適
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。今

後
、新
し
く
会
議
室
を
作
る
と

き
も
、特
に
お
客
さ
ま
が
使
用

さ
れ
る
場
合
は
、導
入
の
検
討

を
し
て
み
て
も
い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
」と
、当
初
の
期
待
し

た
性
能
を
実
感
さ
れ
た
様
子

で
あ
っ
た
。

　
放
射
冷
暖
房
は
近
年
、長
時

間
治
療
が
行
わ
れ
る
病
院
で

応接室に採用された放射冷暖房システム応接室に採用された放射冷暖房システム

施 工 現 場 レ ポ ート

採
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、本
誌

で
も
北
里
大
学
病
院
で
の
採
用

を
紹
介
し
た
。し
か
し
、放
射
冷

暖
房
の
採
用
は
快
適
性
だ
け
で

は
な
く
、そ
の
優
れ
た
省
エ
ネ
性

能
も
評
価
さ
れ
、徐
々
に
オ
フ
ィ

ス
な
ど
で
も
採
用
が
始
ま
っ
て
い

る
。今
後
も
快
適
性
や
省
エ
ネ
性

の
た
め
新
し
い
採
用
の
場
が
増

え
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

一次ヘッダー

二次ヘッダー

応接室2

応接室3

往き 還り

メタルパネル 照明 ブランクパネル

メイン管

建設中の厚生棟

完成した応接室3

接合部に保温材の取付け メタルパネルの設置が完了

一次ヘッダーからメイン管による配管（写真Ⓐ）

二次ヘッダー

一次ヘッダーメイン管

メタルパネル設置位置と配管図

製品案内

「放射冷暖房」でつくる、快適空間。

1200x2400タイプ
不燃タイプ 910x1820

メタルパネル
グリッドシステム天井設置型

プラスターパネル
在来天井取付型

放射冷暖房システム b!klimax放射冷暖房システム b!klimax
ビークリマックス

快適で省エネにつながる空調として注目されている放射冷暖房。
クボタケミックスは、ヨーロッパを中心に放射冷暖房システム「b!klimax（ビークリマックス）」で豊富な実績をもつ
RDZ社（本社・イタリア）と提携。同社の優れたシステムを導入し、快適でスタイリッシュな空間づくりを進めています。

600x600タイプ 1200x600タイプ

新製品

(不燃大臣認定番号NM-4242)
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傷付き防止層付架橋ポリエチレン管
貯水機能付防災ヘッダー「貯めてるゾー」 【兵庫県西宮市】

Field Report NowField Report Now

サンヨーホームズ株式会社
大阪支店建築部
大田 康一さん

有限会社栢水道工業所
徳永貴信さん（左）と坂本篤司さん（右）

給
水
給
湯
管
に
傷
付
き
防
止
層
付
架
橋

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

　
日
本
の
住
宅
は
こ
れ
ま
で
寿
命
は
短
く
、「
建

て
て
は
壊
す
」と
い
う
様
式
が
主
流
で
あ
っ
た
。

廃
材
を
減
ら
し
、環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
よ
う

長
期
に
渡
っ
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
長
寿

命
住
宅
を
推
進
す
る
た
め
、国
土
交
通
省
は
平

成
21
年
6
月
よ
り「
長
期
優
良
住
宅
」の
認
定
を

行
っ
て
い
る
。そ
ん
な
長
期
優
良
住
宅
の
給
水
給

湯
管
工
事
に
新
し
い
配
管
材
が
使
用
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
、兵
庫
県
西
宮
市
の
戸
建
て
住
宅
建

築
現
場
を
取
材
し
た
。

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建
て
の
給
水
給

湯
配
管
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
が
、ク
ボ
タ
ケ
ミ

ッ
ク
ス
の「
傷
付
き
防
止
層
付
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
管
」プ
レ
フ
ァ
ブ
加
工
品
で
あ
り
、正
式
販
売
を

控
え
て
の
モ
ニ
タ
ー
施
工
が
行
な
わ
れ
た
。プ
レ

フ
ァ
ブ
加
工
は
、間
取
り
に
合
わ
せ
て
工
場
で
管

と
継
手
を
組
立
て
、施
工
現
場
で
の
手
間
を
軽
減

で
き
る
工
法
と
し
て
集
合
住
宅
や
戸
建
て
住
宅

の
給
水
給
湯
配
管
で
近
年
採
用
を
広
げ
て
い
る
。

　
採
用
さ
れ
た
傷
付
き
防
止
層
付
架
橋
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
管
は
、運
搬
中
や
配
管
作
業
中
に
架
橋
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
管
本
体
に
傷
が
つ
く
の
を
防
ぐ
保
護

材
に
、厚
さ
0
・
2
㎜
の
フ
ィ
ル
ム
状
の
再
生
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
を
使
用
し
た
製
品
で
あ
る
。従
来
の
ス

ポ
ン
ジ
タ
イ
プ
と
比
較
し
て
薄
い
が
、破
れ
や
裂

け
が
起
き
に
く
い
こ
と
と
、管
と
保
護
材
の
滑
り

が
良
く
引
っ
か
か
り
に
く
い
の
が
特
長
で
あ
る
。

断
水
に
備
え
て
貯
め
て
る
ゾ
ー
床
下

設
置
用

　
こ
の
新
し
い
給
水
給
湯
管
と
と
も
に
採
用
さ

れ
た
の
が
、本
誌
で
お
な
じ
み
の
貯
水
機
能
付
防

災
ヘ
ッ
ダ
ー「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」だ
。天
井
や
床
下

の
デ
ッ
ド
ス
ペ
ー
ス
に
18
L
、36
L
も
の
水
道
水

を
備
蓄
し
、水
栓
の
使
用
で
水
を
入
れ
替
え
る
災

害
対
策
製
品
で
あ
る
。西
宮
市
を
含
め
た
阪
神

間
で
は
平
成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
っ

て
大
き
な
被
害
を
受
け
、地
震
発
生
直
後
は
飲

料
水
な
ど
水
不
足
が
大
き
な
問
題
と
な
り
、そ
の

後
の
防
災
対
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。そ
ん

な
経
緯
も
あ
っ
て
、本
住
宅
の
施
主
は
家
族
４
人

の
飲
み
水
を
確
保
す
る
た
め
、貯
め
て
る
ゾ
ー
床

下
設
置
タ
イ
プ
36
L
の
設
置
を
決
め
た
。

優
れ
た
施
工
性
が
示
さ
れ
た
傷
付
き

防
止
層
付
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

　
一
階
部
分
の
給
水
給
湯
の
配
管
工
事
は
基
礎
工

事
終
了
後
、貯
め
て
る
ゾ
ー
床
下
設
置
用
36
L

の
設
置
か
ら
始
ま
っ
た
。ま
ず
、２
本
の
タ
ン
ク
と

そ
れ
ら
を
連
結
す
る
連
結
管（
一
次
側
接
続
口
、

非
常
兼
用
給
水
口
）を
取
付
け
た
。タ
ン
ク
を
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ビ
ス
で
固
定
し
た
後
、水
準
器
を
見

な
が
ら
支
持
金
具
の
高
さ
を
調
整
し
、設
置
が
完

了
し
た
。初
め
て
の
取
付
け
作
業
で
あ
り
な
が
ら

15
分
程
度
で
設
置
が
完
了
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
給
水
管
の
配
管
は
、貯
め
て

る
ゾ
ー
の
給
水
口
を
起
点
に
水
道
メ
ー
タ
給
水

栓
へ
の
配
管
か
ら
始
ま
っ
た
。予
備
の
傷
付
き
防

止
層
付
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
パ
イ
プ
カ
ッ
タ

ー
で
切
断
し
、J
ワ
ン
ク
イ
ッ
ク
２（
樹
脂
管
継

手
）へ
挿
入
す
る
ワ
ン
タ
ッ
チ
接
合
で
管
路
を
作

成
し
た
。水
道
メ
ー
タ
給
水
栓
へ
の
途
中
、チ
ー

ズ
で
分
岐
さ
せ
て
接
続
し
た
の
が
、プ
レ
フ
ァ
ブ

加
工
の
傷
付
き
防
止
層
付
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

管
で
あ
る
。管
路
を
伸
ば
し
、樹
脂
サ
ド
ル
で
基

礎
に
固
定
す
る
だ
け
で
ト
イ
レ
の
給
水
栓
か
ら

キ
ッ
チ
ン
の
給
水
栓
ま
で
の
配
管
が
一
気
に
完
成

し
た
。そ
の
他
、バ
ス
、洗
濯
機
、洗
面
台 

（
非
常

用
）の
各
給
水
栓
へ
の
配
管
も
、貯
め
て
る
ゾ
ー
の

各
給
水
口
に
プ
レ
フ
ァ
ブ
加
工
の
傷
付
き
防
止
層

付
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
挿
入
す
る
だ
け
。各

給
水
口
は
ワ
ン
タ
ッ
チ
継
手
に
な
っ
て
い
る
の
で

接
合
が
非
常
に
早
い
。

　
ま
た
、給
湯
の
配
管
で
は
、エ
コ
キ
ュ
ー
ト
か
ら

バ
ス
、洗
面
、キ
ッ
チ
ン
の
各
給
水
栓
へ
と
伸
び
る

プ
レ
フ
ァ
ブ
加
工
の
傷
付
き
防
止
層
付
架
橋
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
管
を
接
合
し
た
。

施
工
業
者
、ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
か
ら
も

高
い
評
価
　

　
作
業
終
了
後
、施
工
を
担
当
し
た
有
限
会
社
栢か

や

水
道
工
業
所
の
坂
本
篤
司
さ
ん
に
配
管
材
に
つ
い

て
感
想
を
お
聞
き
し
た
。「
貯
め
て
る
ゾ
ー
は
タ
ン

ク
本
体
も
軽
い
の
で
扱
い
や
す
く
、ま
た
支
持
金
具

も
タ
ン
ク
本
体
に
つ
い
て
ま
す
か
ら
施
工
性
は
良
い

で
す
ね
。初
め
て
の
施
工
で
、若
干
と
ま
ど
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、付
属
の
施
工
要
領
書
が
あ
れ
ば

間
違
い
な
く
施
工
で
き
ま
す
。ま
た
、傷
付
き
防
止

層
付
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
に
つ
い
て
は
、保
護
材

と
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
滑
り
が
い
い
の
で
、取

り
回
し
し
や
す
く
、加
工
も
し
や
す
い
で
す
。保
護

材
は
見
た
目
よ
り
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
、傷
付

き
に
対
し
て
も
安
心
だ
と
思
い
ま
す
」と
坂
本
さ
ん
。

　
ま
た
、本
住
宅
の
施
工
を
監
督
す
る
サ
ン
ヨ
ー

ホ
ー
ム
ズ
株
式
会
社
、大
阪
支
店
、建
築
部
の
大

田
康
一
さ
ん
に
は
施
工
管
理
の
立
場
か
ら
感
想
を

お
聞
き
し
た
。「
傷
付
き
防
止
層
付
架
橋
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
管
を
初
め
て
施
工
し
て
み
て
、施
工
性
の

良
さ
、配
管
距
離
の
合
理
性
、将
来
の
リ
フ
ォ
ー
ム

時
の
可
変
性
に
つ
い
て
確
認
で
き
ま
し
た
。貯
め

て
る
ゾ
ー
は
、メ
ン
テ

ナ
ン
ス
不
要
、床
下
で

邪
魔
に
な
ら
な
い
、信

頼
で
き
る
メ
ー
カ
の

製
品
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
理
由
に
グ
レ
ー

ド
の
高
い
住
宅
を
お

求
め
の
顧
客
に
対
し

て
勧
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
」と
高
い
評
価
を

い
た
だ
い
た
。

　
近
年
、大
き
な
震
災

が
発
生
し
改
め
て
住

長期優良住宅の給水給湯管にモニター施工された
傷付き防止層付架橋ポリエチレン管

長期優良住宅の給水給湯管にモニター施工された
傷付き防止層付架橋ポリエチレン管

施 工 現 場 レ ポ ー ト

宅
の
安
全
性
や
防
災
対
策
が
問
わ
れ
て
い
る
。ま

た
、住
宅
を
建
て
る
者
に
と
っ
て
、長
期
に
渡
っ
て

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
長
期
信
頼
性
も
大
き
な
関
心

事
で
あ
る
。そ
ん
な
施
主
の
思
い
を
実
現
す
る
た

め
、断
水
に
備
え
た
貯
め
て
る
ゾ
ー
、そ
し
て
長
期

使
用
が
期
待
で
き
る
傷
付
き
防
止
層
付
架
橋
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
管
に
よ
っ
て
水
廻
り
の
配
管
を
行
な
っ

た
。こ
れ
か
ら
末
永
く
ご
家
族
の
生
活
を
守
る
住

宅
で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

貯めてるゾーの設置

傷付き防止層付架橋ポリエチレン管の配管

エコキュート

トイレバス

洗濯機 洗面台

キッチン

エコキュート
ヒートポンプ

傷付き防止層付架橋ポリエチレン管（給水）

傷付き防止層付架橋ポリエチレン管（給水）
傷付き防止層付架橋ポリエチレン管（給湯）

一階給水給湯配管図

貯めてるゾー
床下設置用36L

加圧用コンセント

PS

13A
13A

13A

13
A

13
A

13
A

16A
16A

16A

13
A

16A

20
A

2
0

A

16A
13A
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A

プレファブ加工された傷付き防止層付架橋ポリエチレン管で施工をスピードアップ。

タンク本体（１本）は14kg程度で
持ち運びも簡単

傷付き防止層付架橋ポリエチレン管は、パイプ
カッターで簡単に切断。

一次側接続口連結管の取付け 貯めてるゾー床下設置用36Lの
設置完了

プレファブ加工の傷付き防止層付
架橋ポリエチレン管（梱包状態）

Ｊワンクイック２はパイプを切断して挿入するだけ。 配管は樹脂サドルで固定する。 給水給湯配管全景（配管終了時点）
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。

断
水
に
備
え
て
貯
め
て
る
ゾ
ー
床
下

設
置
用

　
こ
の
新
し
い
給
水
給
湯
管
と
と
も
に
採
用
さ

れ
た
の
が
、本
誌
で
お
な
じ
み
の
貯
水
機
能
付
防

災
ヘ
ッ
ダ
ー「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」だ
。天
井
や
床
下

の
デ
ッ
ド
ス
ペ
ー
ス
に
18
L
、36
L
も
の
水
道
水

を
備
蓄
し
、水
栓
の
使
用
で
水
を
入
れ
替
え
る
災

害
対
策
製
品
で
あ
る
。西
宮
市
を
含
め
た
阪
神

間
で
は
平
成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
っ

て
大
き
な
被
害
を
受
け
、地
震
発
生
直
後
は
飲

料
水
な
ど
水
不
足
が
大
き
な
問
題
と
な
り
、そ
の

後
の
防
災
対
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。そ
ん

な
経
緯
も
あ
っ
て
、本
住
宅
の
施
主
は
家
族
４
人

の
飲
み
水
を
確
保
す
る
た
め
、貯
め
て
る
ゾ
ー
床

下
設
置
タ
イ
プ
36
L
の
設
置
を
決
め
た
。

優
れ
た
施
工
性
が
示
さ
れ
た
傷
付
き

防
止
層
付
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

　
一
階
部
分
の
給
水
給
湯
の
配
管
工
事
は
基
礎
工

事
終
了
後
、貯
め
て
る
ゾ
ー
床
下
設
置
用
36
L

の
設
置
か
ら
始
ま
っ
た
。ま
ず
、２
本
の
タ
ン
ク
と

そ
れ
ら
を
連
結
す
る
連
結
管（
一
次
側
接
続
口
、

非
常
兼
用
給
水
口
）を
取
付
け
た
。タ
ン
ク
を
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ビ
ス
で
固
定
し
た
後
、水
準
器
を
見

な
が
ら
支
持
金
具
の
高
さ
を
調
整
し
、設
置
が
完

了
し
た
。初
め
て
の
取
付
け
作
業
で
あ
り
な
が
ら

15
分
程
度
で
設
置
が
完
了
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
給
水
管
の
配
管
は
、貯
め
て

る
ゾ
ー
の
給
水
口
を
起
点
に
水
道
メ
ー
タ
給
水

栓
へ
の
配
管
か
ら
始
ま
っ
た
。予
備
の
傷
付
き
防

止
層
付
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
パ
イ
プ
カ
ッ
タ

ー
で
切
断
し
、J
ワ
ン
ク
イ
ッ
ク
２（
樹
脂
管
継

手
）へ
挿
入
す
る
ワ
ン
タ
ッ
チ
接
合
で
管
路
を
作

成
し
た
。水
道
メ
ー
タ
給
水
栓
へ
の
途
中
、チ
ー

ズ
で
分
岐
さ
せ
て
接
続
し
た
の
が
、プ
レ
フ
ァ
ブ

加
工
の
傷
付
き
防
止
層
付
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

管
で
あ
る
。管
路
を
伸
ば
し
、樹
脂
サ
ド
ル
で
基

礎
に
固
定
す
る
だ
け
で
ト
イ
レ
の
給
水
栓
か
ら

キ
ッ
チ
ン
の
給
水
栓
ま
で
の
配
管
が
一
気
に
完
成

し
た
。そ
の
他
、バ
ス
、洗
濯
機
、洗
面
台 

（
非
常

用
）の
各
給
水
栓
へ
の
配
管
も
、貯
め
て
る
ゾ
ー
の

各
給
水
口
に
プ
レ
フ
ァ
ブ
加
工
の
傷
付
き
防
止
層

付
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
挿
入
す
る
だ
け
。各

給
水
口
は
ワ
ン
タ
ッ
チ
継
手
に
な
っ
て
い
る
の
で

接
合
が
非
常
に
早
い
。

　
ま
た
、給
湯
の
配
管
で
は
、エ
コ
キ
ュ
ー
ト
か
ら

バ
ス
、洗
面
、キ
ッ
チ
ン
の
各
給
水
栓
へ
と
伸
び
る

プ
レ
フ
ァ
ブ
加
工
の
傷
付
き
防
止
層
付
架
橋
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
管
を
接
合
し
た
。

施
工
業
者
、ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
か
ら
も

高
い
評
価
　

　
作
業
終
了
後
、施
工
を
担
当
し
た
有
限
会
社
栢か

や

水
道
工
業
所
の
坂
本
篤
司
さ
ん
に
配
管
材
に
つ
い

て
感
想
を
お
聞
き
し
た
。「
貯
め
て
る
ゾ
ー
は
タ
ン

ク
本
体
も
軽
い
の
で
扱
い
や
す
く
、ま
た
支
持
金
具

も
タ
ン
ク
本
体
に
つ
い
て
ま
す
か
ら
施
工
性
は
良
い

で
す
ね
。初
め
て
の
施
工
で
、若
干
と
ま
ど
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、付
属
の
施
工
要
領
書
が
あ
れ
ば

間
違
い
な
く
施
工
で
き
ま
す
。ま
た
、傷
付
き
防
止

層
付
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
に
つ
い
て
は
、保
護
材

と
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
滑
り
が
い
い
の
で
、取

り
回
し
し
や
す
く
、加
工
も
し
や
す
い
で
す
。保
護

材
は
見
た
目
よ
り
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
、傷
付

き
に
対
し
て
も
安
心
だ
と
思
い
ま
す
」と
坂
本
さ
ん
。

　
ま
た
、本
住
宅
の
施
工
を
監
督
す
る
サ
ン
ヨ
ー

ホ
ー
ム
ズ
株
式
会
社
、大
阪
支
店
、建
築
部
の
大

田
康
一
さ
ん
に
は
施
工
管
理
の
立
場
か
ら
感
想
を

お
聞
き
し
た
。「
傷
付
き
防
止
層
付
架
橋
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
管
を
初
め
て
施
工
し
て
み
て
、施
工
性
の

良
さ
、配
管
距
離
の
合
理
性
、将
来
の
リ
フ
ォ
ー
ム

時
の
可
変
性
に
つ
い
て
確
認
で
き
ま
し
た
。貯
め

て
る
ゾ
ー
は
、メ
ン
テ

ナ
ン
ス
不
要
、床
下
で

邪
魔
に
な
ら
な
い
、信

頼
で
き
る
メ
ー
カ
の

製
品
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
理
由
に
グ
レ
ー

ド
の
高
い
住
宅
を
お

求
め
の
顧
客
に
対
し

て
勧
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
」と
高
い
評
価
を

い
た
だ
い
た
。

　
近
年
、大
き
な
震
災

が
発
生
し
改
め
て
住

長期優良住宅の給水給湯管にモニター施工された
傷付き防止層付架橋ポリエチレン管

長期優良住宅の給水給湯管にモニター施工された
傷付き防止層付架橋ポリエチレン管

施 工 現 場 レ ポ ー ト

宅
の
安
全
性
や
防
災
対
策
が
問
わ
れ
て
い
る
。ま

た
、住
宅
を
建
て
る
者
に
と
っ
て
、長
期
に
渡
っ
て

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
長
期
信
頼
性
も
大
き
な
関
心

事
で
あ
る
。そ
ん
な
施
主
の
思
い
を
実
現
す
る
た

め
、断
水
に
備
え
た
貯
め
て
る
ゾ
ー
、そ
し
て
長
期

使
用
が
期
待
で
き
る
傷
付
き
防
止
層
付
架
橋
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
管
に
よ
っ
て
水
廻
り
の
配
管
を
行
な
っ

た
。こ
れ
か
ら
末
永
く
ご
家
族
の
生
活
を
守
る
住

宅
で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

貯めてるゾーの設置

傷付き防止層付架橋ポリエチレン管の配管

エコキュート

トイレバス

洗濯機 洗面台

キッチン

エコキュート
ヒートポンプ

傷付き防止層付架橋ポリエチレン管（給水）

傷付き防止層付架橋ポリエチレン管（給水）
傷付き防止層付架橋ポリエチレン管（給湯）

一階給水給湯配管図

貯めてるゾー
床下設置用36L

加圧用コンセント

PS

13A
13A

13A

13
A

13
A
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A

16A
16A

16A

13
A

16A

20
A
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16A
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プレファブ加工された傷付き防止層付架橋ポリエチレン管で施工をスピードアップ。

タンク本体（１本）は14kg程度で
持ち運びも簡単

傷付き防止層付架橋ポリエチレン管は、パイプ
カッターで簡単に切断。

一次側接続口連結管の取付け 貯めてるゾー床下設置用36Lの
設置完了

プレファブ加工の傷付き防止層付
架橋ポリエチレン管（梱包状態）

Ｊワンクイック２はパイプを切断して挿入するだけ。 配管は樹脂サドルで固定する。 給水給湯配管全景（配管終了時点）



PAL/Vol.17710 PAL/Vol.177 9

近日発売予定近日発売予定

備考　1.　架橋ポリエチレン管の呼び径10,13はJIS K6769,6787併記品となります    
　　　2.　架橋ポリエチレン管の呼び径16,20はJIS K6769のみの表示となります    

製 品 案 内製 品 案 内

特　長

形状・寸法

ポリエチレン製の保護材が、現場での擦り傷から管を守ります。

① 非常用加圧キットを取り出します。

④ 加圧用コンセントを回して「出」に
　 セットします。

⑤ フットポンプを踏んで加圧します。 ⑥ 水栓を開くと備蓄水が出ます。

② 専用ホースを加圧用コンセントに
　 つなぎます。

③ 専用ホースのもう片方をフットポンプ
　 と接続します。

❶切管を引きずっても
　保護材は破れにくい　

❷管の取り回しがよい
保護材の厚さは0.2mmと薄く、摩擦
係数が低いので滑りが良い。曲げ抵抗
は裸管並み。

❸切断も簡単
普段使用している樹脂カッターで
容易に切断。保護材の材質はポリエチレン樹脂製で

耐摩耗性に優れる。

架橋ポリエチレン管 ポリブテン管

架橋ポリエチレン管

呼び径

10
13
16
20

13.0±0.15
17.0±0.15
21.5±0.15
27.0±0.15

9.8±0.25
12.8±0.25
16.2±0.25
20.5±0.30

1.60±0.20
2.10±0.20
2.65±0.25
3.25±0.25

50
50
50
50

外径
14.7～16.6
18.7～21.2
23.2～26.4
28.7～32.8

厚さ
0.2
0.2
0.2
0.2

保護材色

ブルー（給水）
ピンク（給湯）

巻き内径

620

保　護　材 参考寸法

備考　ポリブテン管はJIS K6778,6792併記品となります   

単位：mm  

単位：mm  ポリブテン管

保護材色

ブルー（給水）
ピンク（給湯）

巻き内径

620

保　護　材 参考寸法
呼び径

10
13
16
20

13.0±0.15
17.0±0.15
22.0±0.15
27.0±0.15

9.8±0.25
12.8±0.25
16.8±0.25
20.5±0.30

1.60±0.20
2.10±0.20
2.60±0.20
2.90±0.20

60
60
40
40

外径
14.7～16.6
18.7～21.2
23.2～26.4
28.7～32.8

厚さ
0.2
0.2
0.2
0.2

外径×巻幅
７５０×160
810×240
840×250
870×255

外径×巻幅
７５０×160
810×240
840×250
870×255

西宮市の施工現場で給水給湯配管を取材させていただいた
戸建て住宅が完成し、床下に設置した「貯めてるゾー36L」から
備蓄水の取出しを実体験してみました。また、この貯めてるゾー
を実際にお使いになるご家族の方に取水していただき、その
感想をお伺いしました。

貯めてるゾーは洗面台前の床下に設置し、非常用水
栓は洗面に設定されました。加圧用コンセントは、洗
濯機の給水コンセントと並列で取付けられました。
洗面台の前には点検口が取付けられ、万が一のとき
にも用意に開くことができます。

これまでは…
　マンションの定期点検で一時停電し、断水の不便を経験していま
すので「水」に関してはずいぶん気を使ってきました。飲み水はペット
ボトルを２ケース買い置きし、トイレの水に使えるようお風呂の水も
貯めていました。さらには、手洗いなどの水のために子どもたちの水
筒に水を入れていました。

これからは…
　まず、飲み水やちょっとした洗いものの水を心配することがなくな
りホットしています。また、賞味期限を気にしてペットボトルを買い替
える必要もありませんので、楽になりそうです。

「貯めてるゾー」を使ってみて…
　ホースの一方を給水栓に、もう
片方をフットポンプにつないでフ
ットポンプを踏むだけなので簡単
ですね。長期間使わなかっても恐
らく迷わず操作できると思いま
す。また、フットポンプを踏んだと
きに床が傷つかないようフットポ
ンプを置くマットもついているの
も嬉しいですね。

使用者のご感想

外径Ｄ 内径ｄ 厚さｔ 長さ
(m/巻)

外径Ｄ 内径ｄ 厚さｔ 長さ
(m/巻)

左が貯めてるゾーの
加圧用コンセント

貯めてるゾー床下設置用36Lから
取水してみました。

取水のようす

新製品
の
実体験
新製品
の
実体験

傷付き防止層付架橋　　　　　  管・              管
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ですね。長期間使わなかっても恐
らく迷わず操作できると思いま
す。また、フットポンプを踏んだと
きに床が傷つかないようフットポ
ンプを置くマットもついているの
も嬉しいですね。

使用者のご感想

外径Ｄ 内径ｄ 厚さｔ 長さ
(m/巻)

外径Ｄ 内径ｄ 厚さｔ 長さ
(m/巻)

左が貯めてるゾーの
加圧用コンセント

貯めてるゾー床下設置用36Lから
取水してみました。

取水のようす

新製品
の
実体験
新製品
の
実体験

傷付き防止層付架橋　　　　　  管・              管
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余水吐管工事  SGR-NA-F異形管 【宮崎県・小林市】

Field Report NowField Report Now

SGR-NA-F形曲管（90°、45°、22°1/2、11°1/4、5°5/8）
SGR-NA-F形任意曲管0°～5°59'

SGR-NA-F形任意曲管6°～28°59'
SGR-NA-F形任意曲管29°～58°59'
SGR-NA-F形任意曲管59°～89°59'

SGR-NA-F異形管φ６００SGR-NA-F異形管φ６００

農林水産省  九州農政局  
西諸農業水利事業所
河村栄二さん

大幸建設株式会社
太田丈博さん

大幸建設株式会社
吉留利明さん

宮
崎
県
西
諸
地
域
で
か
ん
が
い
施
設
を
建
設

　
宮
崎
県
南
部
の
小
林
市
、え
び
の
市
、高
原
町

に
ま
た
が
る
西
諸
地
域
は
、全
国
で
も
有
数
の
農

業
地
域
で
あ
り
、畑
作
を
中
心
に
稲
作
、果
樹
園

芸
で
さ
ま
ざ
ま
な
農
作
物
を
産
出
し
て
い
る
。野

菜
で
は
、さ
と
い
も
、ほ
う
れ
ん
草
、キ
ャ
ベ
ツ
の
出

荷
量
が
多
く
、ま
た
メ
ロ
ン
や
マ
ン
ゴ
ー
な
ど
付

加
価
値
の
高
い
果
実
の
生
産
も
盛
ん
で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
の
地
域
で
は
、主
な
露
地
野
菜
の
播

種
や
定
植
期
と
な
る
７
月
下
旬
か
ら
10
月
ま
で

は
降
水
量
が
少
な
い
年
が
多
く
、さ
ら
に
保
水
性

が
低
い
火
山
灰
土
壌
の
た
め
農
作
物
の
生
育
に

影
響
を
与
え
、不
安
定
な
農
業
経
営
の
原
因
と
な

っ
て
い
た
。

　
国
は
地
元
農
家
の
要
請
を
受
け
西
諸
農
業
水

利
事
業
を
立
ち
上
げ
、農
業
用
水
を
送
る
た
め
岩

瀬
川
に「
浜
ノ
瀬
ダ
ム
」を
建
設
し
、幹
線
・
支
線

用
水
路
、フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド（
貯
水
池
）な
ど
を
建

設
し
て
い
る
。さ
ら
に
、宮
崎
県
は
畑
地
へ
の
水
路

や
散
水
施
設
の
整
備
、農
地
の
区
画
整
理
な
ど
を

行
い
、国
と
県
が
一
体
と
な
っ
て
こ
の
地
域
の
安
定

的
な
生
産
を
支
援
す
る
計
画
を
進
め
て
い
る
。

　
国
営
事
業
の
一
期
工
事
で
あ
る
浜
ノ
瀬
ダ
ム
の

建
設
は
、平
成
29
年
度
か
ら
の
ダ
ム
供
用
開
始
に

向
け
工
事
が
最
終
段
階
に
入
っ
て
い
る
。二
期
工

事
で
は
、総
延
長
距
離
1
0
2
km
に
お
よ
ぶ
幹

線
・
支
線
水
路
、25
基
の
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
、9
基

の
揚
水
機
場
の
工
事
が
行
わ
れ
、平
成
29
年
度
末

の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。こ
れ
ら
が
完
成
す
る

と
、１
日
当
た
り
36
万
ト
ン
の
農
業
用
水
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
、４
１
５
０
ha
の
農
地
を
潤

す
こ
と
に
な
る
。

F
R
P
製
継
手
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

　
今
回
紹
介
す
る
工
事
は
、相
牟
田
支
線
水
路
の

調
圧
水
槽
か
ら
の
排
泥
管
と
余
水
吐
管
の
統
合

管
の
布
設
工
事
で
あ
る
。ダ
ム
の
水
を
そ
の
ま
ま

農
業
用
水
と
し
て
使
用
す
る
た
め
、フ
ァ
ー
ム
ポ

ン
ド
や
調
圧
水
槽
な
ど
水
を
溜
め
る
場
所
で
砂

や
泥
が
溜
ま
り
や
す
く
な
る
。排
泥
管
は
そ
れ
ら

を
清
掃
す
る
た
め
の
管
路
で
あ
る
。す
で
に
調
圧

水
槽
か
ら
口
径
5
0
0
の
管
路
が
完
成
し
て
お

り
、そ
こ
か
ら
片
落
ち
管
で
口
径
6
0
0
に
引
上

げ
、約
2
4
5
m
先
の
用
水
路
ま
で
配
管
す
る
。

　
こ
の
余
水
吐
管
に
使
用
さ
れ
た
の
が
、ク
ボ
タ

ケ
ミ
ッ
ク
ス
の
S
G
R‐N
A
V
U
パ
イ
プ
と

S
G
R‐N
A‐F
異
形
管（
と
も
に
口
径

6
0
0
）で
あ
る
。S
G
R‐N
A‐F
異
形
管
は
、

F
R
P（
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）製
の
継
手
で

口
径
6
0
0
が
新
た
に
品
揃
え
さ
れ
た
ば
か
り

だ
。口
径
6
0
0
の
大
口
径
で
は
、こ
れ
ま
で
鋼
板

製
の
製
品
し
か
な
か
っ
た
が
、S
G
R‐N
A‐F

異
形
管
の
採
用
で
工
事
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
言
う
の
は
、農
林
水
産
省
、九
州
農
政

局
、西
諸
農
業
水
利
事
業
所
の
河
村
栄
二
さ
ん
。

「
材
料
コ
ス
ト
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、S
G
R‐

N
A
V
U
パ
イ
プ
も
S
G
R‐N
A‐F
異
形
管
も

軽
量
で
、か
つ
ゴ
ム
輪
接
合
で
す
か
ら
鋳
鉄
管
に

比
べ
て
施
工
性
が
良
い
の
が
大
き
な
特
長
で
す
。

ゴ
ム
輪
接
合
は
鋳
鉄
製
の
メ
カ
接
合
と
比
べ
て
熟

練
工
を
必
要
と
せ
ず
、施
工
管
理
で
も
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
」と
採
用
の
理
由
を
語
っ
た
。

ゴ
ム
輪
接
合
で
施
工
性
ア
ッ
プ

　
施
工
現
場
で
ま
ず
驚
か
さ
れ
る
の
が
、管
路
の

大
き
さ
だ
。口
径
6
0
0
は
塩
ビ
製
で
は
最
大
級

の
管
路
で
あ
り
、扱
い
は
も
ち
ろ
ん
パ
イ
プ
、継
手

と
も
に
重
機
で
あ
る
。掘
削
溝
に
パ
イ
プ
と
継
手

を
ク
レ
ー
ン
で
釣
り
下
し
、パ
イ
プ
表
面
お
よ
び

ゴ
ム
輪
受
口
に
滑
剤
を
塗
布
し
て
荷
締
め
機
二
台

を
使
っ
て
挿
入
し
て
い
く
。非
常
に
手
際
の
い
い
作

業
で
、接
合
に
要
す
る
時
間
は
部
材
を
釣
り
降
ろ

し
て
か
ら
５
分
程
度
で
あ
っ
た
。

　
現
場
の
指
揮
を
と
る
大
幸
建
設
株
式
会
社
の

吉
留
利
明
さ
ん
は
、S
G
R‐N
A
V
U
パ
イ
プ
お

よ
び
S
G
R
‐
N
A‐
F
異
形
管
の
施
工
性
に
つ
い

て
、三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
指
摘
し
た
。「
ま
ず
、両
方

と
も
ゴ
ム
輪
接
合
な
の
で
、鋳
鉄
管
と
比
べ
て
接

合
が
断
然
早
い
。鋳
鉄
管
の
メ
カ
ニ
カ
ル
接
合
は

10
か
所
以
上
の
ボ
ル
ト
締
め
と
な
り
、そ
の
後
の

締
付
け
ト
ル
ク
の
確
認
も
あ
る
た
め
、要
す
る
時

間
は
比
べ
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、両
方
と
も

か
な
り
の
重
量
で
す
が
、人
力
で
微
調
整
が
で
き

ま
す
。さ
ら
に
、S
G
R
‐
N
A
V
U
パ
イ
プ
の
切

管
と
S
G
R‐N
A‐F
異
形
管
は
陸
継
ぎ
が
で
き

る
た
め
、掘
削
溝
内
で
の
作
業
を
減
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
」

　
大
幸
建
設
株
式
会
社
の
太
田
丈
博
さ
ん
に
よ
る

と
、施
工
現
場
は
傾
斜
が
あ
る
の
で
管
底
は
地
表

か
ら
約
５
m
か
ら
２
m
と
か
な
り
幅
が
あ
り
、布

設
距
離
も
掘
削
深
さ
で
か
な
り
変
わ
る
と
の
こ
と
。

一
日
平
均
で
は
、約
15
m
と
な
る
そ
う
だ
。

　
平
成
29
年
度
中
に
は
、浜
ノ
瀬
ダ
ム
か
ら
一
部
の

地
域
に
通
水
が
始
ま
る
予
定
で
あ
る
。今
回
、国
が

行
う
余
水
吐
管
工
事
と
し
て
最
大
口
径
の
塩
ビ
管

宮崎のかんがい用配管に採用された
SGR-NA-F異形管φ６００

宮崎のかんがい用配管に採用された
SGR-NA-F異形管φ６００

施 工 現 場 レ ポ ート

小林市
えびの市

高原町

小林 IC

肥
薩

線 九
州
自
動
車
道

宮崎自動車道 268

265

223

221

F
F
F

F

FF

F

F

FF

F

F

F

F
F

FF

F
F

F

FF

F
F

F

相牟田FP

大沢津FP

浜ノ瀬ダム
浜
ノ
瀬
幹
線
水
路

相牟田支線水路

野
尻
高
原
幹
線
水
路

余水吐管工事現場

F ファームポンド
幹線水路
支線水路

吉都線 えびの IC

と
F
R
P
製
継
手
が
採
用
さ
れ
、ま
た
宮
崎
県
が

行
う
各
田
畑
へ
の
管
路
工
事
に
多
く
の
塩
ビ
管
が

使
用
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。農
業
分
野
で
も
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
管
路
が
欠
か
せ

な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
実
感
さ
せ
る
施

工
現
場
で
あ
っ
た
。

製品案内

圧力管路に対応できる硬質塩化ビニル管用φ６００異形管が誕生！

管底約3mに配管されたSGR-NAVUパイプとSGR-NA-F異形管（11°1 ／ 4）

滑剤の塗布 荷締め機で挿入SGR-NAVUパイプの釣り降ろし SGR-NAVUパイプの接合

かんがい事業の分担イメージ

西諸農業水利事業概略

特　　長

施工現場裏に広がる畑地

（1）施工時間の短縮
（２）軽量で作業負担軽減
（3）コスト縮減に貢献
（4）任意角への対応可能
（5）実用圧力0.5MPa

SGR-NA-F片落ち管500×600の接合

品 揃 え(受注生産品)

大沢津ファームポンド

高原 IC

ダクタイル鋳鉄管（K形曲管）…A
SGR-NA-F異形管（曲管）…B
重量比（B/Ax100）

90°
414

124.4
30%

45°
340
83.1
24%

22°1/2
340
60.9
18%

11°1/4
375
58.9
16%

5°5/8
375
55.7
15%

■重量比較

※ダクタイル鋳鉄管の重量はJWWA G 114から抜粋
約15～30%の軽さ

単位：kg
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余水吐管工事  SGR-NA-F異形管 【宮崎県・小林市】
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は
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で
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数
の
農
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で
あ
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作
を
中
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に
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作
、果
樹
園

芸
で
さ
ま
ざ
ま
な
農
作
物
を
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の
出
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や
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果
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で
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ら
10
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ま
で

は
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が
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な
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が
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に
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を
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と
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は
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を
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農
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利
事
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業
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送
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た
め
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瀬
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浜
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」を
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に
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崎
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地
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の
水
路

や
散
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の
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の
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、国
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る
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業
の
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事
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あ
る
浜
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の
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成
29
年
度
か
ら
の
ダ
ム
供
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開
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に

向
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工
事
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に
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る
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期
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事
で
は
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1
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に
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の
が
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業
所
の
河
村
栄
二
さ
ん
。

「
材
料
コ
ス
ト
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、S
G
R‐

N
A
V
U
パ
イ
プ
も
S
G
R‐N
A‐F
異
形
管
も

軽
量
で
、か
つ
ゴ
ム
輪
接
合
で
す
か
ら
鋳
鉄
管
に

比
べ
て
施
工
性
が
良
い
の
が
大
き
な
特
長
で
す
。

ゴ
ム
輪
接
合
は
鋳
鉄
製
の
メ
カ
接
合
と
比
べ
て
熟

練
工
を
必
要
と
せ
ず
、施
工
管
理
で
も
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
」と
採
用
の
理
由
を
語
っ
た
。

ゴ
ム
輪
接
合
で
施
工
性
ア
ッ
プ

　
施
工
現
場
で
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れ
る
の
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、管
路
の

大
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だ
。口
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塩
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最
大
級
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管
路
で
あ
り
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パ
イ
プ
、継
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と
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に
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あ
る
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イ
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滑
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台
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。
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と
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G
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A
V
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イ
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G
R
‐
N
A‐
F
異
形
管
の
施
工
性
に
つ
い

て
、三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
指
摘
し
た
。「
ま
ず
、両
方

と
も
ゴ
ム
輪
接
合
な
の
で
、鋳
鉄
管
と
比
べ
て
接

合
が
断
然
早
い
。鋳
鉄
管
の
メ
カ
ニ
カ
ル
接
合
は

10
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２
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な
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SGR-NA-F異形管φ６００

宮崎のかんがい用配管に採用された
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る
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製品案内

圧力管路に対応できる硬質塩化ビニル管用φ６００異形管が誕生！

管底約3mに配管されたSGR-NAVUパイプとSGR-NA-F異形管（11°1 ／ 4）

滑剤の塗布 荷締め機で挿入SGR-NAVUパイプの釣り降ろし SGR-NAVUパイプの接合

かんがい事業の分担イメージ

西諸農業水利事業概略

特　　長

施工現場裏に広がる畑地

（1）施工時間の短縮
（２）軽量で作業負担軽減
（3）コスト縮減に貢献
（4）任意角への対応可能
（5）実用圧力0.5MPa

SGR-NA-F片落ち管500×600の接合

品 揃 え(受注生産品)

大沢津ファームポンド

高原 IC

ダクタイル鋳鉄管（K形曲管）…A
SGR-NA-F異形管（曲管）…B
重量比（B/Ax100）

90°
414

124.4
30%

45°
340
83.1
24%

22°1/2
340
60.9
18%

11°1/4
375
58.9
16%

5°5/8
375
55.7
15%

■重量比較

※ダクタイル鋳鉄管の重量はJWWA G 114から抜粋
約15～30%の軽さ

単位：kg
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Eロックリングにより抜け出し防止、Eロックカバーにより
リングを固定する安全機構を備えています。

ステンレス製グルーブ（溝）にハウジングを嵌めることで抜け出
しを防ぎ、ゴム輪をハウジングで圧縮することで止水します。

ハウジング接合：バルブ前後、ピット内横引き管

Eロック接合：立て管、ピット内横引き管

給水メータユニット

または、

新 製 品 紹 介新 製 品 紹 介

特　長

集合住宅やオフィスビルの共用給水管として採用が増加しているポリエチレン管が大きな進歩を遂げました。
手間のかかる融着接合は工場で行い、現場でそれらの加工品を融着レスで接合することで省力化と工期短縮を実現します。

❶安定品質

工場加工で
安定品質

プレファブ化と融着レス（Eロック接合・ハウジング接合）で
省力化・工期短縮を実現！

建築設備用

プレファブ配管システム

融着など時間のかかる加工はクボタケミックスの協力工場で
加工し、プレファブユニットとして納品します。工場加工のため
安定した品質をご提供できます。

❷耐震性
スーパータフポリ立て
管は、継手の可とう性
と柔軟な管体によって
地震で生じる層間変
位（１／１００）を吸収
します。

❸省力化＆工期短縮
ポリエチレン管のEロック接合は84％、ハウジング接合は74％
従来のEF接合と比較して施工時間を短縮します。

層間変位

給水メータユニット

28mm

■プレファブ配管システム　接合時間の比較　※呼び径75現場検証値

ＥＦ（電気融着）
接合

ハウジング
接合

Ｅロック
接合

備考1.接合時間は参考計測値です。　2.ポリエチレン管は、ハウジング接合部の金属部のみ保温工を想定。

270秒
吊り固定＋スクレープ他 890秒 接合（1箇所）

90秒

90秒

180秒
接合＋吊り固定

28秒 保温工

90秒
時間短縮 84％

時間短縮 74％

Ｅロック接合Ｅロック 接 合
推奨設置場所：給水立て管、ピット内横引き管

挿  入 完  成Ｅロックカバーをセット

Eロックカバー

Eロックリング

※接合部品の単品販売は対応しておりません。

ハウジング接合ハ ウジング 接 合 ※接合部品の単品販売は対応しておりません。

Ｅロック接合部は、関連規格（JWWA K145/B116、SAS361）試験項目の他、社内規格により性能を確認しています。

ロックカバー

挿し口
受口 Eロックリングメインパッキン

Ｖパッキン

A

A Ａ－Ａ断面図（Ｅロックリング断面）

l
ｌ

A

A

D
1

D
2

Ｅロック接続部の構造及び寸法 協力工場でのユニット例

リング
ハウジング ゴムリング（耐塩素EPDM）

ボルト・ナット

グルービングコア ポリエチレンパイプ

42.7
48.6
76.3

114.3
139.8

7.1±0.8
7.1±0.8
8.7±0.8
8.7±0.8
8.7±0.8

＋0.4
－0.9

＋0.4
－0.9

＋0.4
－0.9
＋0.4
－0.9
＋0.4
－0.9

0
－1.0

0
－1.0

0
－1.0

0
－1.0

0
－1.0

呼び径 溝幅
（Ｗ）

溝径
（Ｇ）

外径
（Ｄ）

適合ハウジング
呼び径

内径
（ｄ） （a) (b)外径（Ｈ.Ｄ.） 幅（Ｌ） 

シール面 

企 画 検 討 中

単位：mm

40
50
75

100
150
200

16.0
16.0
16.0
16.0
16.0

61.0
76.0

108.0
150.0
217.0

34.7
44.5
67.5
95.7

129.8

27.0
27.0
30.0
30.0
35.0

39.0
51.0
67.0
82.0

111.0

SU40
SU50
SU75

SU100
SU125

32A
40A
65A

100A
125A

39.1
45.0
72.2

110.1
135.5

ハウジング継手の構造 <呼び径 40,50,150の場合> <呼び径 75.100の場合>

L W

a
b

ｄH
.D

.
D G

Ｌ Ｗ

b

GｄD

ａ

H
.D

.

ゴムリングの装着

主
要
部
品 ハウジングの装着・ボルト締め付け

ハウジング接続部の構造及び寸法 協力工場でのユニット例

推奨設置場所：ピット内横引き管、バルブ前後
ステンレス製グルーブ（溝）付管
端部を突き合わせ、ゴムリング、
ハウジングを装着後、ボルト・
ナットを締め付けます。

プレファブユニットのＥロック
受口をＥロック挿し口に挿入後、
Ｅロックカバーをセットします。

40
50
75

100

105
128
178

67.3
84.0

118.0

68
84

112

呼び径
受口 挿口 挿入代

（ｌ）

企 画 検 討 中

単位：mm

D1 D2

ステンレス製グルーブ付ポリエチレン接合部は、ハウジング形管継手規格（SAS361）のグルーブ形に準拠しています。
関連規格（JWWA K145/B116、PTC B24）試験項目の他、社内規格により性能を確認しています。

規格名称は以下の通りです。
JWWA K145：日本水道協会規格「水道配水用ポリエチレン管継手」、JWWA B116：日本水道協会規格「水道配水用ポリエチレン管金属継手」、
SAS361：ステンレス協会規格「ハウジング形管継手」、PTC B24：配水用ポリエチレンパイプ協会規格「水道配水用ポリエチレン挿し口付き青銅製仕切弁」

備考
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Eロックリングにより抜け出し防止、Eロックカバーにより
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「下水道展  ’16名古屋」出展のご報告

「2016京都水道展」出展のご報告

「第２回無電柱化推進展」出展のご報告

「第１回省エネ・プラントショー」出展のご報告

「ホスペックスジャパン2016」出展のご報告

「第31回管工機材・設備総合展2016 名古屋」
「第48回管工機材・設備総合展2016 東京」出展のご報告

K C  N E W S

　下水道に関する日本最大の展示会、下水道展’16名古屋
が、平成28年7月26日から29日の日程で、ポートメッセな
ごやで行われ、クボタグループの「下水道まるごとソリューシ
ョン」をテーマのもと、二つのソリューションを紹介しました。
　一つ目のソリューションは、年々その重要性が増している下
水道管路の老朽化対策。非開削の更生工法として小口径の

「EX工法」、中・大口径用の「ダンビー工法」を紹介しました。

両工法とも耐震化
にも優れた更生工
法として注目を集
めました。
　二つ目は災害対
策で、近年増加する地震災害や豪雨災害に対応する製品群
を紹介しました。水道用として優れた耐震性を証明している
ポリエチレン管は、下水道用としても製品を拡充しており、主
要な製品をピックアップし展示しました。また、関心の高かっ
た製品としては、地震対策の「災害用トイレ配管システム」。
使用条件に合わせてバリエーションが豊富であることから多
くの来場者が見学されました。
　浸水対策の雨水貯留浸透槽「RAIN望スタジアムⅡ」から
は、高さが従来の半分で貯水容量や高さ調整がしやすくなっ
たハーフ部材を初展示しました。

　日本水道工業団体連合会主催の京都水道展が平成28年
11月9日～11日の日程でみやこめっせで行われ、クボタブ
ースでグループ展示を行
いました。
　クボタケミックスは、近
日発売としてJIS K 6762
水道用ポリエチレン二層
管（3種）を展示しました。
3種は、材料グレードが水
道配水用ポリエチレン管

で使用している高密度
ポ リ エ チ レ ン 樹 脂

（HDPE/PE100）で 長
寿命化と強度が期待
できます。
　また、新たにラインナップされた止水機能付ＥＦサドル本管
径200を展示しました。この止水機能付ＥＦサドルは、不断水
での穿孔・分水が可能で、長期使用後の給水分岐閉栓時に
も止水が可能など優れた特長があります。

　無電柱化に向けた電気設備、共同溝設備、掘削機器、省コ
スト技術などを紹介する無電柱化推進展が、平成28年7月
20日から22日の日程で東京ビッグサイトで行われ、昨年に
引き続き出展しました。
　クボタケミックスは、国道や幹線道路に布設されてきた従来
型ケーブル保護管をコンパクト化し、地中化コストを約20％、
60％削減を目的にした実物管路をそれぞれ展示しました。
　これら管路のコンパクト化に加え、施工性を向上させる新
しい管材も展示。SUSバンド固定式スライド管（仮称）は、通信
ケーブル用ボディー管の配管時、面取り不要で荷締器を使わ
ず調整管と接合できるため１時間以上施工を短縮します。展
示では、手で簡単に左右に移動可能であることを確認してい
ただき、施工性の良さを体験していただきました。
　また、ボディー管用キャップ（仮称）は、SUSバンド固定式ス

ライド管の隣でボディ
ー管の配管途中で管
止めする場合に使用し
ます。SUSバンドを締
緩することで簡単に取
付け、取外しができるので管路延長がスムーズにできます。

　工場・プラントの環境対策、省エネ化、省人化、高効率化技
術に焦点を当てた専門展示会、省エネ・プラントショーが平成
28年10月26日から28日の日程で、東京ビッグサイトで行わ
れました。
　クボタケミックスは、一般的にプラスチップ管が金属管に比
べて、生産から廃棄時至る過程で使用されるCO2排出量が極
めて低いなど環境負荷の少ないことをアピールし、各種ポリ
エチレン管を展示しました。
　今回、これまで発売してきた各種ポリエチレン管（水道配水
用ポリエチレン管、建築設備用ポリエチレン管、消火用ポリエ

チレン管、圧力用高密
度ポリエチレン管、下
水道用ポリエチレン
管）を「スーパータフポ
リ」として新たなブラン
ドを立ち上げ、紹介しました。
　ブースでは、とくにプラント業界でなじみのないポリエチレン
管の電気融着（EF）接合を実演し、多くの来場者が足を止めて見
学されていました。また、もう一つの接合方法であるバット融着は
口径630の融着機を展示し、大口径への対応をアピールしました。

　病院、福祉設備機器が一堂に集う展示会、ホスペックスジ
ャパンが平成28年10月26日から28日の日程で東京ビッグ
サイトにて行われました。今年はクボタと共同出展で、クボタ
ケミックスは昨年に引き続き放射冷暖房用天井パネルを出
展しました。
　天井パネルは、新製品の不燃用プラスターパネルとグリッ
ド天井用のメタルパネルの2種類を展示。それぞれのパネル
の特長は、大型パネルを使って来場者に解説しました。
　また、放射冷暖房のシステムをわかりやすく解説するため、
天井パネルの表面温度をサーモグラフで観察できるようデ
ィスプレイ表示しました。放射冷暖房はまだ日本であまり知

られていないため、来場
者から多くの質疑を受け
ました。

　配管材、設備機器の最新情報が揃う管工機材・設備総合
展が名古屋と東京で行われ、クボタケミックスは、戸建て住宅
や集合住宅で使用するさまざまな配管材を紹介しました。

　近日発売の製品として展示さ
れたのは、排水集合管から従来
のコンパクトLベンドに掃除口が

付いたCO付コンパ
クトLベンド、給水給
湯管として保護部材にポリエチレンを用いた傷付き防止層
付架橋ポリエチレン管、配水通気用としてグレー色のタフ
カラーパイプです。
　また、面ファスナで簡単に遮音巻ができる「カンペイシート+」

が、カンペイ立て管にも使えるように
なったことをアピールしました。
　貯水機能付防災ヘッダー「貯めてる
ゾー」は、床下置きの実物セットととも
にディスプレイで品揃え、機構、取水
のしかたなどを紹介し、多くの来場者
が足を止めて視聴されていました。

名古屋会場：平成28年10月6日～8日　　 名古屋市吹上ホール
東 京 会 場：平成28年10月19日～21日　東京都立産業貿易センター台東館　

建築設備用ポリエチレン管（青）と 
圧力用高密度ポリエチレン管（黒）

クボタケミックスのブース

更生工法の展示コーナー

クボタケミックスのブース

SUSバンド固定式スライド管（仮称）

多くの来場者でにぎわうクボタケミックスブース

初めてEF接合を見られる来場者が多かった。

クボタ、クボタケミックスの共同ブース

放射冷暖房用天井パネルに
実際に触って、その温度を体感。 メタルパネルⒶ、不燃用プラスターパネルⒷ

新しいブランド「スーパータフポリ」のロゴマーク。

クボタケミックスブース（写真は名古屋会場）

クボタブース

貯めてるゾー床下設置用と
傷付き防止層付架橋
ポリエチレン管

タフカラーパイプグレー色

上段：EFサドルからの各種二層管、
下段：EFサドル（止水機能付）など

全体をコンパクト化し、電力管に
新スペックを導入し材料費を約60％
抑えた管路雨水貯留浸透槽RAIN望スタジアムⅡ 

ハーフ部材Ⓐとフル部材Ⓑ

Ⓑ●Ⓐ

排水集合管最下階部分と
クボタイカシリーズ

カンペイシート+

CO付コンパクト
Lベンド

●Ⓑ

●Ⓐ

KCニュースKCニュース
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「下水道展  ’16名古屋」出展のご報告

「2016京都水道展」出展のご報告

「第２回無電柱化推進展」出展のご報告

「第１回省エネ・プラントショー」出展のご報告

「ホスペックスジャパン2016」出展のご報告

「第31回管工機材・設備総合展2016 名古屋」
「第48回管工機材・設備総合展2016 東京」出展のご報告

K C  N E W S

　下水道に関する日本最大の展示会、下水道展’16名古屋
が、平成28年7月26日から29日の日程で、ポートメッセな
ごやで行われ、クボタグループの「下水道まるごとソリューシ
ョン」をテーマのもと、二つのソリューションを紹介しました。
　一つ目のソリューションは、年々その重要性が増している下
水道管路の老朽化対策。非開削の更生工法として小口径の

「EX工法」、中・大口径用の「ダンビー工法」を紹介しました。

両工法とも耐震化
にも優れた更生工
法として注目を集
めました。
　二つ目は災害対
策で、近年増加する地震災害や豪雨災害に対応する製品群
を紹介しました。水道用として優れた耐震性を証明している
ポリエチレン管は、下水道用としても製品を拡充しており、主
要な製品をピックアップし展示しました。また、関心の高かっ
た製品としては、地震対策の「災害用トイレ配管システム」。
使用条件に合わせてバリエーションが豊富であることから多
くの来場者が見学されました。
　浸水対策の雨水貯留浸透槽「RAIN望スタジアムⅡ」から
は、高さが従来の半分で貯水容量や高さ調整がしやすくなっ
たハーフ部材を初展示しました。

　日本水道工業団体連合会主催の京都水道展が平成28年
11月9日～11日の日程でみやこめっせで行われ、クボタブ
ースでグループ展示を行
いました。
　クボタケミックスは、近
日発売としてJIS K 6762
水道用ポリエチレン二層
管（3種）を展示しました。
3種は、材料グレードが水
道配水用ポリエチレン管

で使用している高密度
ポ リ エ チ レ ン 樹 脂

（HDPE/PE100）で 長
寿命化と強度が期待
できます。
　また、新たにラインナップされた止水機能付ＥＦサドル本管
径200を展示しました。この止水機能付ＥＦサドルは、不断水
での穿孔・分水が可能で、長期使用後の給水分岐閉栓時に
も止水が可能など優れた特長があります。

　無電柱化に向けた電気設備、共同溝設備、掘削機器、省コ
スト技術などを紹介する無電柱化推進展が、平成28年7月
20日から22日の日程で東京ビッグサイトで行われ、昨年に
引き続き出展しました。
　クボタケミックスは、国道や幹線道路に布設されてきた従来
型ケーブル保護管をコンパクト化し、地中化コストを約20％、
60％削減を目的にした実物管路をそれぞれ展示しました。
　これら管路のコンパクト化に加え、施工性を向上させる新
しい管材も展示。SUSバンド固定式スライド管（仮称）は、通信
ケーブル用ボディー管の配管時、面取り不要で荷締器を使わ
ず調整管と接合できるため１時間以上施工を短縮します。展
示では、手で簡単に左右に移動可能であることを確認してい
ただき、施工性の良さを体験していただきました。
　また、ボディー管用キャップ（仮称）は、SUSバンド固定式ス

ライド管の隣でボディ
ー管の配管途中で管
止めする場合に使用し
ます。SUSバンドを締
緩することで簡単に取
付け、取外しができるので管路延長がスムーズにできます。

　工場・プラントの環境対策、省エネ化、省人化、高効率化技
術に焦点を当てた専門展示会、省エネ・プラントショーが平成
28年10月26日から28日の日程で、東京ビッグサイトで行わ
れました。
　クボタケミックスは、一般的にプラスチップ管が金属管に比
べて、生産から廃棄時至る過程で使用されるCO2排出量が極
めて低いなど環境負荷の少ないことをアピールし、各種ポリ
エチレン管を展示しました。
　今回、これまで発売してきた各種ポリエチレン管（水道配水
用ポリエチレン管、建築設備用ポリエチレン管、消火用ポリエ

チレン管、圧力用高密
度ポリエチレン管、下
水道用ポリエチレン
管）を「スーパータフポ
リ」として新たなブラン
ドを立ち上げ、紹介しました。
　ブースでは、とくにプラント業界でなじみのないポリエチレン
管の電気融着（EF）接合を実演し、多くの来場者が足を止めて見
学されていました。また、もう一つの接合方法であるバット融着は
口径630の融着機を展示し、大口径への対応をアピールしました。

　病院、福祉設備機器が一堂に集う展示会、ホスペックスジ
ャパンが平成28年10月26日から28日の日程で東京ビッグ
サイトにて行われました。今年はクボタと共同出展で、クボタ
ケミックスは昨年に引き続き放射冷暖房用天井パネルを出
展しました。
　天井パネルは、新製品の不燃用プラスターパネルとグリッ
ド天井用のメタルパネルの2種類を展示。それぞれのパネル
の特長は、大型パネルを使って来場者に解説しました。
　また、放射冷暖房のシステムをわかりやすく解説するため、
天井パネルの表面温度をサーモグラフで観察できるようデ
ィスプレイ表示しました。放射冷暖房はまだ日本であまり知

られていないため、来場
者から多くの質疑を受け
ました。

　配管材、設備機器の最新情報が揃う管工機材・設備総合
展が名古屋と東京で行われ、クボタケミックスは、戸建て住宅
や集合住宅で使用するさまざまな配管材を紹介しました。

　近日発売の製品として展示さ
れたのは、排水集合管から従来
のコンパクトLベンドに掃除口が

付いたCO付コンパ
クトLベンド、給水給
湯管として保護部材にポリエチレンを用いた傷付き防止層
付架橋ポリエチレン管、配水通気用としてグレー色のタフ
カラーパイプです。
　また、面ファスナで簡単に遮音巻ができる「カンペイシート+」

が、カンペイ立て管にも使えるように
なったことをアピールしました。
　貯水機能付防災ヘッダー「貯めてる
ゾー」は、床下置きの実物セットととも
にディスプレイで品揃え、機構、取水
のしかたなどを紹介し、多くの来場者
が足を止めて視聴されていました。

名古屋会場：平成28年10月6日～8日　　 名古屋市吹上ホール
東 京 会 場：平成28年10月19日～21日　東京都立産業貿易センター台東館　

建築設備用ポリエチレン管（青）と 
圧力用高密度ポリエチレン管（黒）

クボタケミックスのブース

更生工法の展示コーナー

クボタケミックスのブース

SUSバンド固定式スライド管（仮称）

多くの来場者でにぎわうクボタケミックスブース

初めてEF接合を見られる来場者が多かった。

クボタ、クボタケミックスの共同ブース

放射冷暖房用天井パネルに
実際に触って、その温度を体感。 メタルパネルⒶ、不燃用プラスターパネルⒷ

新しいブランド「スーパータフポリ」のロゴマーク。

クボタケミックスブース（写真は名古屋会場）

クボタブース

貯めてるゾー床下設置用と
傷付き防止層付架橋
ポリエチレン管

タフカラーパイプグレー色

上段：EFサドルからの各種二層管、
下段：EFサドル（止水機能付）など

全体をコンパクト化し、電力管に
新スペックを導入し材料費を約60％
抑えた管路雨水貯留浸透槽RAIN望スタジアムⅡ 

ハーフ部材Ⓐとフル部材Ⓑ

Ⓑ●Ⓐ

排水集合管最下階部分と
クボタイカシリーズ

カンペイシート+

CO付コンパクト
Lベンド

●Ⓑ

●Ⓐ
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吉
備
国
に
伝
わ
る
昔
話「
桃
太
郎
」の
ル
ー
ツ
を
訪
ね
て

鬼の釜　鬼城山ビジターセンター近く
言い伝えで温羅が捉えた婦女子で気
に入らない者はこの釜で茹で殺して食
ってしまったとされる。

矢喰宮　岡山市北区高塚
温羅は矢を射たのではなく岩を投げた
ともいわれ、４つの巨石があるお宮。き
れいな公園として整備されている。

鯉喰神社　倉敷市矢部109
吉備津彦命の臣下、楽々森彦命が鯉を
捕まえたことから温羅とともに祭神に
なった小さな神社。

持
た
せ
た
も
の
も
あ
り
当
時
の
技
術
の
高
さ
を

伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
鬼
ノ
城
は
正
式
な
文
献
に
は
な
く
、こ
の一
帯
に

住
ん
で
い
た
温
羅
は
百
済
の
王
子
で
、製
鉄
技
術

を
我
が
国
に
伝
え
た
と
い
う
節
も
あ
る
。今
な
お

謎
が
多
く
、そ
の
た
め
訪
れ
る
者
に
想
像
を
か
き

た
た
せ
る
。

鬼
退
治
で
有
名
な
桃
太
郎
の
ル
ー
ツ
は
日
本
全
国
に
諸
説
あ
り
、な
か
で
も
吉
備
国（
現
在
の
岡
山
県
）に
伝
わ
る
桃
太
郎
の
話
は
と
く
に

有
名
で
あ
る
。桃
太
郎
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
吉き

備び

津つ

彦ひ
こ
の

命み
こ
と

と
鬼
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
温う

羅ら

の
話
が
お
と
ぎ
話
と
な
り
、地
名
や
旧
跡
と
し
て
も

数
多
く
残
っ
て
い
る
。そ
ん
な
語
り
継
が
れ
て
き
た
物
語
に
そ
っ
て
吉
備
路
を
巡
っ
た
。

　
吉
備
津
彦
神
社
は
、夏
至
の
日
に
太
陽
が
正
面

鳥
居
か
ら
昇
り
御
社
殿
の
御
鏡
に
入
る
こ
と
か
ら

「
朝
日
の
宮
」と
呼
ば
れ
る
。神
社
正
面
に
大
き
な

池「
神
池
」が
広
が
り
、神
池
の
真
ん
中
に
伸
び
た

参
道
を
歩
い
て
拝
殿
に
進
む
配
置
に
な
っ
て
い
る
。

　
参
道
か
ら
随
身
門
を
く
ぐ
り
、石
段
を
上
が

る
と
背
後
の
備
前
の
中
山
と
調
和
し
た
拝
殿
が

表
れ
る
。

　
一
六
九
七
年
に
完
成
し
た
本
殿
は
、飛
鳥
時
代

社
殿
建
築
の
粋
が
つ
く
さ
れ
た
三
間
社
流
造
り

の
神
殿
で
、吉
備
国
の
伝
統
的
な
神
社
建
築
と
し

て
貴
重
な
建
築
物
と
な
っ
て
い
る
。側
方
か
ら
見

る
と
複
雑
か
つ
重
厚
感
が
感
じ
ら
れ
る
。ま
た
、三

十
八
年
ぶ
り
に
御
本
殿
屋
根
檜
皮
が
葺
き
替
え

ら
れ
、そ
の
美
し
さ
が一
層
際
立
っ
て
い
る
。

謎
に
包
ま
れ
た
山
城
、鬼
ノ
城

　
温
羅
の
鬼
ノ
城
は
、吉
備
高
原
の
南
端
に
あ
る

鬼
城
山
頂
に
築
か
れ
た
古
代
山
城
。逆
す
り
鉢
状

の
頂
部
は
平
で
、斜
面
は
崖
の
よ
う
に
切
り
立
っ
て

い
る
た
め
、築
城
に
適
し
た
立
地
で
あ
っ
た
。築
城

の
時
期
は
諸
説
あ
る
が
、発
掘
調
査
の
結
果
か
ら

七
世
紀
後
半
の
可
能
性
が
高
い
。周
囲
約
2
・
8
km

の
城
壁
の一
部
と
東
西
南
北
の
門
と
水
門
、さ
ら
に

は
鍛
治
工
房
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　
鬼
ノ
城
の
入
口
と
な
る「
鬼
城
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
」で
は
、ジ
オ
ラ
マ
や
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
鬼
ノ
城
に
つ

い
て
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
る
の
で
、ま
ず
は
こ
こ
に

立
ち
寄
っ
て
情
報
を
収
集
す
る
の
が
便
利
で
あ
る
。

　
城
壁
に
添
っ
て
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
、ゆ
っ
く

り
歩
い
て
２
時
間
程
度
、時
間
が
な
け
れ
ば
南
側

だ
け
を
歩
い
て
も
十
分
楽
し
め
る
。最
初
の
撮
影

ポ
イ
ン
ト
は
、駐
車
場
の
近
く
に
あ
る
学
習
広
場

（
展
望
台
）か
ら
復
元
さ
れ
た
鬼
ノ
城
の
シ
ン
ボ
ル

と
い
う
べ
き
西
門
。雄
大
な
総
社
平
野
か
ら
続
く

山
の一
角
に
築
か
れ
た
門
で
あ
る
が
、城
と
見
間
違

う
ほ
ど
の
立
派
さ
で
あ
る
。発
掘
の
際
、12
本
の

柱
の
位
置
や
階
段
敷
石
な
ど
が
き
れ
い
に
残
っ
て

い
た
た
め
、西
門
だ
け
ほ
ぼ
完
全
に
復
元
さ
れ
、

平
成
16
年
に
完
成
し
た
。

　
こ
の
西
門
か
ら
は
南
側
の
コ
ー
ス
が
お
勧
め
で
、

点
在
す
る
高
石
垣（
古
代
の
石
垣
）か
ら
の
眺
め

は
素
晴
ら
し
く
、天
気
が
良
け
れ
ば
瀬
戸
内
か
ら

四
国
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、水
門
の
遺

構
も
複
数
見
ら
れ
、石
垣
の
中
に
排
水
機
構
を

本殿・拝殿（国宝）

北随神門

御竃殿での「鳴釜神事」

神池とその背後の吉備の中山

拝殿

本殿

北門

第２水門

屏風折れの石垣

南門

南随神門からの廻廊

「
過
去
の
悪
事
を
償
う
た
め
吉
凶
を

釜
を
う
な
ら
せ
て
知
ら
せ
る
」と
告
げ

た
。そ
こ
で
、温
羅
の
首
が
う
め
ら
れ
た

上
に
竃へつ
い

殿ど
の

を
設
け
て
祀
る
こ
と
で
よ

う
や
く
治
ま
っ
た
。

　
以
上
が
吉
備
津
彦
命
と
温
羅
の
桃

太
郎
話
で
あ
る
が
、内
容
に
は
い
ろ
い

ろ
な
創
作
部
分
が
あ
っ
た
り
、異
な
る

言
い
伝
え
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

吉
備
津
彦
命
を
祀
る
二
つ
の
神
社

　
吉
備
の
中
山
は
、神
が
宿
る
山
と
し

て
古
代
よ
り
崇
拝
さ
れ
て
き
た
。西
の

山
裾
に
は
備
中
国
一
宮
で
あ
る「
吉
備

津
神
社
」、東
の
山
裾
に
は
備
前
国
一

宮
で
あ
る「
吉
備
津
彦
神
社
」が
鎮
座

し
、２
社
と
も
吉
備
津
彦
命
を
主
祭

神
と
し
て
い
る
。

　
吉
備
津
神
社
は
、一
説
に
吉
備
津
彦
命
か
ら
五

代
目
の
孫
に
あ
た
る
加か

夜や

臣お

奈み

留な

美る

命み

と
い
う
人

が
祖
神
と
し
て
吉
備
津
彦
命
を
お
祀
り
し
た
の
が

起
源
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
石
段
を
上
が
っ
て
い
く
と
、苔
む
し
た
屋
根
が

時
代
を
物
語
る
北
随
神
門
が
参
拝
者
を
出
迎

え
、拝
殿
へ
と
誘
う
。拝
殿
か
ら
広
い
境
内
に
出
て

ま
ず
目
に
飛
び
込
む
の
が
荘
厳
な
本
殿
。現
在
の

本
殿
は
室
町
幕
府
三
代
足
利
義
満
が
復
興
に
着

手
し
、一
四
二
五
年
に
落
慶
し
た
。そ
の
建
築
様
式

を
比
翼
入
母
屋
造
と
い
い
、全
国
で
唯
一の「
吉
備

津
造
り
」と
も
呼
ば
れ
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
も
う
一つ
吉
備
津
神
社
で
見
逃
せ
な
い
の
が
、拝

殿
の
脇
か
ら
一
直
線
に
続
く
廻
廊
。自
然
の
地
形

に
造
ら
れ
た
三
六
○
ｍ
の
廻
廊
は
壮
観
で
あ
る
。

廻
廊
の
下
方
に
は
御
竃
殿
が
あ
り
、「
鳴
釜
神

事
」が
行
わ
れ
る
。こ
の
神
事
の
起
源
は
、前
述
の

桃
太
郎
話
に
由
来
す
る
。温
羅
の
首
を
こ
の
御

竃
殿
の
釜
の
下
に
埋
め
た
と
い
う
も
の
で
、現
在

は
吉
備
津
彦
命
に
祈
願
し
た
こ
と
が
叶
え
ら
れ

る
か
ど
う
か
を
釜
の
鳴
る
音
で
占
う
神
事
と
な
っ

て
い
る
。

桃
太
郎
の
ル
ー
ツ
と
さ
れ
る
吉
備
津
彦
命
と
温
羅

　
は
る
か
昔
、吉
備
国
は
畿
内
や
出
雲
と
並
ん

で
一
大
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
頃
、岡
山
平
野
は「
吉

備
の
穴
海
」と
呼
ば
れ
る
内
海
で
あ
っ
た
。こ
の

穴
海
を
望
む
山
に
温
羅
と
い
う
鬼
が
砦
を
築
き
、

「
鬼き

ノの

城じ
ょ
う

」と
呼
ば
れ
た
。

　
身
長
が
４
m
も
あ
る
温
羅
は
、悪
事
を
働
い
て

は
村
人
を
困
ら
せ
て
い
た
。こ
れ
を
見
か
ね
た
大

和
朝
廷
は
討
伐
群
を
送
る
が
、温
羅
は
こ
れ
を
負

か
し
て
し
ま
う
。そ
こ
で
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
が
、

第
七
代
孝
霊
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
吉
備
津
彦
命
。

　
吉
備
津
彦
命
は「
吉
備
の
中
山
」か
ら
鬼
ノ
城

に
向
か
っ
て
矢
を
放
ち
、温
羅
も
鬼
ノ
城
か
ら
矢

を
放
ち
相
手
の
矢
を
打
ち
落
と
し
た
。そ
れ
ら
の

矢
が
落
ち
た
の
は
、鬼
ノ
城
と
吉
備
の
中
山
の
中

間
の
地「
矢や
ぐ

喰い
の

宮み
や

」で
あ
っ
た
。そ
こ
で
吉
備
津
彦

命
は
一
度
に
２
本
の
矢
を
射
て
、み
ご
と
１
本
を
温

羅
の
左
目
に
命
中
さ
せ
た
。

　
左
目
か
ら
出
た
血
に
よ
っ
て
川
が
真
っ
赤
に
染

ま
っ
た
こ
と
か
ら
、そ
の
川
を「
血
吸
川
」と
呼
ん

だ
。温
羅
は
鯉
に
化
け
て
血
吸
川
に
逃
げ
る
が
、

吉
備
津
彦
命
は
鵜
に
な
っ
て
、鯉
に
化
け
た
温
羅

を
食
い
上
げ
た
。村
人
は
温
羅
を
祀
る
た
め「
鯉

喰
神
社
」を
建
立
し
た
。

　
吉
備
津
彦
命
は
温
羅
の
首
を
は
ね
、木
の
上
に

晒
し
た
が
、夜
に
な
る
と
温
羅
の
首
は
不
気
味
な

う
な
り
声
を
あ
げ
た
。そ
の
た
め
、土
釜
の
下
に
地

中
深
く
温
羅
の
首
を
埋
め
た
。あ
る
夜
、吉
備
津

彦
命
が
寝
て
い
る
と
夢
の
中
に
温
羅
が
現
れ
、

岡
山
県
・
岡
山
市
、総
社
市

吉備路周辺マップ

鬼ノ城マップ

P

北門

東門
南門

西門
学習広場

鬼城山ビジター
センター

第
５
水
門

第
4
水
門

第
3
水
門

第
2
水
門

第
1
水
門

第
0
水
門

屏
風
折
れ
の
石
垣

桃太郎像

吉
備
津
神
社
　岡
山
市
北
区
吉
備
津
9
3
1

そ
の
他
の
桃
太
郎
ゆ
か
り
の
地

吉
備
津
彦
神
社

　岡
山
市
北
区
一
宮
1
0
4
3

鬼ノ城「西門」（学習広場から望む）
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429

429

271

469

矢喰宮矢喰宮矢喰宮矢喰宮

鬼ノ城鬼ノ城

鯉喰神社鯉喰神社 吉備津神社吉備津神社

吉備津彦神社吉備津彦神社

吉備の中山吉備の中山

足
守
川

足
守
川

備
中
高
松

東
総
社

総
社
総
社

服
部
服
部 吉

備
津

吉
備
津

足
守
足
守

備
中
高
松 備

前
一
宮

備
前
一
宮

東
総
社

山陽
自動
車道

山陽
自動
車道

岡
山
自
動
車
道

岡
山
自
動
車
道

血
吸
川

血
吸
川

に
っ
ぽ
ん
探
訪 

吉
備
国
に
伝
わ
る
昔
話「
桃
太
郎
」の
ル
ー
ツ
を
訪
ね
て

吉
備
国
に
伝
わ
る
昔
話「
桃
太
郎
」の
ル
ー
ツ
を
訪
ね
て

鬼の釜　鬼城山ビジターセンター近く
言い伝えで温羅が捉えた婦女子で気
に入らない者はこの釜で茹で殺して食
ってしまったとされる。

矢喰宮　岡山市北区高塚
温羅は矢を射たのではなく岩を投げた
ともいわれ、４つの巨石があるお宮。き
れいな公園として整備されている。

鯉喰神社　倉敷市矢部109
吉備津彦命の臣下、楽々森彦命が鯉を
捕まえたことから温羅とともに祭神に
なった小さな神社。

持
た
せ
た
も
の
も
あ
り
当
時
の
技
術
の
高
さ
を

伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
鬼
ノ
城
は
正
式
な
文
献
に
は
な
く
、こ
の一
帯
に

住
ん
で
い
た
温
羅
は
百
済
の
王
子
で
、製
鉄
技
術

を
我
が
国
に
伝
え
た
と
い
う
節
も
あ
る
。今
な
お

謎
が
多
く
、そ
の
た
め
訪
れ
る
者
に
想
像
を
か
き

た
た
せ
る
。

鬼
退
治
で
有
名
な
桃
太
郎
の
ル
ー
ツ
は
日
本
全
国
に
諸
説
あ
り
、な
か
で
も
吉
備
国（
現
在
の
岡
山
県
）に
伝
わ
る
桃
太
郎
の
話
は
と
く
に

有
名
で
あ
る
。桃
太
郎
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
吉き

備び

津つ

彦ひ
こ
の

命み
こ
と

と
鬼
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
温う

羅ら

の
話
が
お
と
ぎ
話
と
な
り
、地
名
や
旧
跡
と
し
て
も

数
多
く
残
っ
て
い
る
。そ
ん
な
語
り
継
が
れ
て
き
た
物
語
に
そ
っ
て
吉
備
路
を
巡
っ
た
。

　
吉
備
津
彦
神
社
は
、夏
至
の
日
に
太
陽
が
正
面

鳥
居
か
ら
昇
り
御
社
殿
の
御
鏡
に
入
る
こ
と
か
ら

「
朝
日
の
宮
」と
呼
ば
れ
る
。神
社
正
面
に
大
き
な

池「
神
池
」が
広
が
り
、神
池
の
真
ん
中
に
伸
び
た

参
道
を
歩
い
て
拝
殿
に
進
む
配
置
に
な
っ
て
い
る
。

　
参
道
か
ら
随
身
門
を
く
ぐ
り
、石
段
を
上
が

る
と
背
後
の
備
前
の
中
山
と
調
和
し
た
拝
殿
が

表
れ
る
。

　
一
六
九
七
年
に
完
成
し
た
本
殿
は
、飛
鳥
時
代

社
殿
建
築
の
粋
が
つ
く
さ
れ
た
三
間
社
流
造
り

の
神
殿
で
、吉
備
国
の
伝
統
的
な
神
社
建
築
と
し

て
貴
重
な
建
築
物
と
な
っ
て
い
る
。側
方
か
ら
見

る
と
複
雑
か
つ
重
厚
感
が
感
じ
ら
れ
る
。ま
た
、三

十
八
年
ぶ
り
に
御
本
殿
屋
根
檜
皮
が
葺
き
替
え

ら
れ
、そ
の
美
し
さ
が一
層
際
立
っ
て
い
る
。

謎
に
包
ま
れ
た
山
城
、鬼
ノ
城

　
温
羅
の
鬼
ノ
城
は
、吉
備
高
原
の
南
端
に
あ
る

鬼
城
山
頂
に
築
か
れ
た
古
代
山
城
。逆
す
り
鉢
状

の
頂
部
は
平
で
、斜
面
は
崖
の
よ
う
に
切
り
立
っ
て

い
る
た
め
、築
城
に
適
し
た
立
地
で
あ
っ
た
。築
城

の
時
期
は
諸
説
あ
る
が
、発
掘
調
査
の
結
果
か
ら

七
世
紀
後
半
の
可
能
性
が
高
い
。周
囲
約
2
・
8
km

の
城
壁
の一
部
と
東
西
南
北
の
門
と
水
門
、さ
ら
に

は
鍛
治
工
房
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　
鬼
ノ
城
の
入
口
と
な
る「
鬼
城
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
」で
は
、ジ
オ
ラ
マ
や
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
鬼
ノ
城
に
つ

い
て
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
る
の
で
、ま
ず
は
こ
こ
に

立
ち
寄
っ
て
情
報
を
収
集
す
る
の
が
便
利
で
あ
る
。

　
城
壁
に
添
っ
て
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
、ゆ
っ
く

り
歩
い
て
２
時
間
程
度
、時
間
が
な
け
れ
ば
南
側

だ
け
を
歩
い
て
も
十
分
楽
し
め
る
。最
初
の
撮
影

ポ
イ
ン
ト
は
、駐
車
場
の
近
く
に
あ
る
学
習
広
場

（
展
望
台
）か
ら
復
元
さ
れ
た
鬼
ノ
城
の
シ
ン
ボ
ル

と
い
う
べ
き
西
門
。雄
大
な
総
社
平
野
か
ら
続
く

山
の一
角
に
築
か
れ
た
門
で
あ
る
が
、城
と
見
間
違

う
ほ
ど
の
立
派
さ
で
あ
る
。発
掘
の
際
、12
本
の

柱
の
位
置
や
階
段
敷
石
な
ど
が
き
れ
い
に
残
っ
て

い
た
た
め
、西
門
だ
け
ほ
ぼ
完
全
に
復
元
さ
れ
、

平
成
16
年
に
完
成
し
た
。

　
こ
の
西
門
か
ら
は
南
側
の
コ
ー
ス
が
お
勧
め
で
、

点
在
す
る
高
石
垣（
古
代
の
石
垣
）か
ら
の
眺
め

は
素
晴
ら
し
く
、天
気
が
良
け
れ
ば
瀬
戸
内
か
ら

四
国
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、水
門
の
遺

構
も
複
数
見
ら
れ
、石
垣
の
中
に
排
水
機
構
を

本殿・拝殿（国宝）

北随神門

御竃殿での「鳴釜神事」

神池とその背後の吉備の中山

拝殿

本殿

北門

第２水門

屏風折れの石垣

南門

南随神門からの廻廊

「
過
去
の
悪
事
を
償
う
た
め
吉
凶
を

釜
を
う
な
ら
せ
て
知
ら
せ
る
」と
告
げ

た
。そ
こ
で
、温
羅
の
首
が
う
め
ら
れ
た

上
に
竃へつ
い

殿ど
の

を
設
け
て
祀
る
こ
と
で
よ

う
や
く
治
ま
っ
た
。

　
以
上
が
吉
備
津
彦
命
と
温
羅
の
桃

太
郎
話
で
あ
る
が
、内
容
に
は
い
ろ
い

ろ
な
創
作
部
分
が
あ
っ
た
り
、異
な
る

言
い
伝
え
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

吉
備
津
彦
命
を
祀
る
二
つ
の
神
社

　
吉
備
の
中
山
は
、神
が
宿
る
山
と
し

て
古
代
よ
り
崇
拝
さ
れ
て
き
た
。西
の

山
裾
に
は
備
中
国
一
宮
で
あ
る「
吉
備

津
神
社
」、東
の
山
裾
に
は
備
前
国
一

宮
で
あ
る「
吉
備
津
彦
神
社
」が
鎮
座

し
、２
社
と
も
吉
備
津
彦
命
を
主
祭

神
と
し
て
い
る
。

　
吉
備
津
神
社
は
、一
説
に
吉
備
津
彦
命
か
ら
五

代
目
の
孫
に
あ
た
る
加か

夜や

臣お

奈み

留な

美る

命み

と
い
う
人

が
祖
神
と
し
て
吉
備
津
彦
命
を
お
祀
り
し
た
の
が

起
源
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
石
段
を
上
が
っ
て
い
く
と
、苔
む
し
た
屋
根
が

時
代
を
物
語
る
北
随
神
門
が
参
拝
者
を
出
迎

え
、拝
殿
へ
と
誘
う
。拝
殿
か
ら
広
い
境
内
に
出
て

ま
ず
目
に
飛
び
込
む
の
が
荘
厳
な
本
殿
。現
在
の

本
殿
は
室
町
幕
府
三
代
足
利
義
満
が
復
興
に
着

手
し
、一
四
二
五
年
に
落
慶
し
た
。そ
の
建
築
様
式

を
比
翼
入
母
屋
造
と
い
い
、全
国
で
唯
一の「
吉
備

津
造
り
」と
も
呼
ば
れ
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
も
う
一つ
吉
備
津
神
社
で
見
逃
せ
な
い
の
が
、拝

殿
の
脇
か
ら
一
直
線
に
続
く
廻
廊
。自
然
の
地
形

に
造
ら
れ
た
三
六
○
ｍ
の
廻
廊
は
壮
観
で
あ
る
。

廻
廊
の
下
方
に
は
御
竃
殿
が
あ
り
、「
鳴
釜
神

事
」が
行
わ
れ
る
。こ
の
神
事
の
起
源
は
、前
述
の

桃
太
郎
話
に
由
来
す
る
。温
羅
の
首
を
こ
の
御

竃
殿
の
釜
の
下
に
埋
め
た
と
い
う
も
の
で
、現
在

は
吉
備
津
彦
命
に
祈
願
し
た
こ
と
が
叶
え
ら
れ

る
か
ど
う
か
を
釜
の
鳴
る
音
で
占
う
神
事
と
な
っ

て
い
る
。

桃
太
郎
の
ル
ー
ツ
と
さ
れ
る
吉
備
津
彦
命
と
温
羅

　
は
る
か
昔
、吉
備
国
は
畿
内
や
出
雲
と
並
ん

で
一
大
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
頃
、岡
山
平
野
は「
吉

備
の
穴
海
」と
呼
ば
れ
る
内
海
で
あ
っ
た
。こ
の

穴
海
を
望
む
山
に
温
羅
と
い
う
鬼
が
砦
を
築
き
、

「
鬼き

ノの

城じ
ょ
う

」と
呼
ば
れ
た
。

　
身
長
が
４
m
も
あ
る
温
羅
は
、悪
事
を
働
い
て

は
村
人
を
困
ら
せ
て
い
た
。こ
れ
を
見
か
ね
た
大

和
朝
廷
は
討
伐
群
を
送
る
が
、温
羅
は
こ
れ
を
負

か
し
て
し
ま
う
。そ
こ
で
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
が
、

第
七
代
孝
霊
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
吉
備
津
彦
命
。

　
吉
備
津
彦
命
は「
吉
備
の
中
山
」か
ら
鬼
ノ
城

に
向
か
っ
て
矢
を
放
ち
、温
羅
も
鬼
ノ
城
か
ら
矢

を
放
ち
相
手
の
矢
を
打
ち
落
と
し
た
。そ
れ
ら
の

矢
が
落
ち
た
の
は
、鬼
ノ
城
と
吉
備
の
中
山
の
中

間
の
地「
矢や
ぐ

喰い
の

宮み
や

」で
あ
っ
た
。そ
こ
で
吉
備
津
彦

命
は
一
度
に
２
本
の
矢
を
射
て
、み
ご
と
１
本
を
温

羅
の
左
目
に
命
中
さ
せ
た
。

　
左
目
か
ら
出
た
血
に
よ
っ
て
川
が
真
っ
赤
に
染

ま
っ
た
こ
と
か
ら
、そ
の
川
を「
血
吸
川
」と
呼
ん

だ
。温
羅
は
鯉
に
化
け
て
血
吸
川
に
逃
げ
る
が
、

吉
備
津
彦
命
は
鵜
に
な
っ
て
、鯉
に
化
け
た
温
羅

を
食
い
上
げ
た
。村
人
は
温
羅
を
祀
る
た
め「
鯉

喰
神
社
」を
建
立
し
た
。

　
吉
備
津
彦
命
は
温
羅
の
首
を
は
ね
、木
の
上
に

晒
し
た
が
、夜
に
な
る
と
温
羅
の
首
は
不
気
味
な

う
な
り
声
を
あ
げ
た
。そ
の
た
め
、土
釜
の
下
に
地

中
深
く
温
羅
の
首
を
埋
め
た
。あ
る
夜
、吉
備
津

彦
命
が
寝
て
い
る
と
夢
の
中
に
温
羅
が
現
れ
、

岡
山
県
・
岡
山
市
、総
社
市

吉備路周辺マップ

鬼ノ城マップ
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桃太郎像

吉
備
津
神
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　岡
山
市
北
区
吉
備
津
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そ
の
他
の
桃
太
郎
ゆ
か
り
の
地

吉
備
津
彦
神
社

　岡
山
市
北
区
一
宮
1
0
4
3

鬼ノ城「西門」（学習広場から望む）
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パル スーパータフポリシリーズスーパータフポリシリーズ

スーパータフポリシリーズとは
第三世代高密度
ポリエチレンである、
ＨＰＰＥ/ＰＥ１００
樹脂を使用した、
クボタケミックスが
ご提供する高性能

パイプラインシステムです。
高強度とともに、耐クリープ性や耐
環境応力き裂性を大幅に向上させ、
同時に適度の延性を確保した樹脂を
使用した管材を「スーパータフポリ」
として提供しております。

那 覇 市 前 島 3 丁 目 1 番 1 5 号 大 同 生 命 那 覇 ビ ル 6 階

発行/2017年5月

PALお問い合わせ先 ／ 〒103-0007 東京都中央区日本橋浜町三丁目3番2号（東京本社内） 
　　　　　　　　　　　  （03）5695-3274

圧力用高密度
ポリエチレン管

水道配水用
ポリエチレン管

建築設備用
ポリエチレン管

消火用
ポリエチレン管

下水道用
ポリエチレン管

吉備国に伝わる昔話「桃太郎」の
ルーツを訪ねて
（岡山県岡山市、総社市）

にっぽん探訪

■放射冷暖房システム
　（大阪府堺市）
■傷付き防止層付架橋ポリエチレン管／
　貯水機能付防災ヘッダー「貯めてるゾー」
　（兵庫県西宮市）
■SGR-NA-F異形管
　（宮崎県小林市）

施工現場レポート

特 集
空調を変えることでオフィスビルの
エネルギー消費を削減する
～ZEB化推進に大きな役割を果たす放射冷暖房～

工場・プラントの各種配管 山越えや橋梁添架が必要な場所


